宋會要輯稿 論文目録 (東洋文庫蔵手抄本『宋会要』食貨三八 市舶について) by unknown
東
洋
文
庫
蔵
手
抄
本
『
宋
会
要』
食
貨
三
八
市
舶
に
つ
い
て土
肥 
子
は
じ
め
に
東
洋
文
庫
に
は
、｢
手
抄
本
『
宋
会
要』
巻
一
二
八
食
貨
三
八
市
舶｣
一
帙
、
一
冊
、
不
分
巻
、
横
一
八
セ
ン
チ
、
縦
二
七
・
六
セ
ン
チ
、
和
綴
、
三
八
葉
、
書
架
番
号
Ⅱ
―
15
―
Ａ
―
16
と
い
う
冊
子
本
が
あ
る
(
写
真
１)
。
こ
れ
は
、
宋
代
に
編
纂
さ
れ
た
『
宋
会
要』
と
い
う
書
物
の
中
に
食
貨
門
と
い
う
分
類
が
あ
り
、
そ
の
三
八
番
目
に
市
舶
(
海
外
貿
易
に
関
す
る
記
述)
に
関
す
る
資
料
が
あ
り
、
そ
れ
を
手
で
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
非
常
に
貴
重
な
文
献
で
あ
る
。
こ
の
東
洋
文
庫
蔵
手
抄
本
『
宋
会
要』
巻
一
二
八
食
貨
三
八
市
舶
(
以
下
、
文
庫
本
食
貨
市
舶
と
略
称)
の
入
手
の
由
来
は
、
藤
田
豊
八
博
士
が
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
に
羅
振
玉
氏
を
通
じ
て
劉
承
幹
氏
よ
り
借
抄
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
『
宋
会
要』
は
、
抜
書
き
は
あ
る
(『
粤
海
関
志』)
に
せ
よ
、『
宋
会
要』
を
資
料
と
し
て
公
表
し
た
の
は
こ
れ
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。
藤
田
氏
の
『
宋
会
要』
市
舶
に
刺
激
を
う
け
た
東
洋
文
庫
で
は
、『
宋
会
要』
の
内
容
を
知
る
べ
く
昭
和
四
年
ご
ろ
か
ら
五
年
に
か
け
て
、
劉
承
幹
が
収
蔵
す
る
『
宋
会
要』
の
内
、
食
貨
門
と
蕃
夷
門
を
上
海
で
書
写
さ
せ
て
一
般
に
公
開
し
た
(
Ⅱ
―
16
―
Ａ
―
17)
。
こ
れ
は
、
中
国
よ
り
も
早
く
、
公
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
『
宋
会
要』
食
貨
一
五
の
研
究
は
東
洋
文
庫
を
中
心
と
し
て
加
藤
繁
氏
ら
に
よ
っ
て
盛
ん
に
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
文
庫
本
食
貨
市
舶
は
『
宋
会
要』
紹
介
の
嚆
矢
と
な
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
、
東
洋
文
庫
で
書
写
さ
せ
た
食
貨
門
の
中
に
市
舶
の
項
目
は
入
っ
て
な
い
(
１)
。
一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一)
に
刊
行
さ
れ
た
『
宋
会
要
輯
稿』
(
中
国
国
家
図
書
館)
に
も
食
貨
門
の
中
に
文
庫
本
食
貨
市
舶
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
重
複
資
料
と
し
て
外
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
後
述)
。
し
た
が
っ
て
、
東
洋
文
庫
で
編
集
さ
れ
た
『
宋
会
要
輯
稿』
を
底
本
と
し
て
食
貨
門
に
見
え
る
人
名
、
地
名
篇
、
職
官
篇
、
詔
勅
篇
、
社
会
経
済
用
語
集
成
な
ど
の
索
引
(
２)
に
は
、
文
庫
本
食
貨
市
舶
の
記
述
は
な
い
。
そ
の
う
ち
に
文
庫
本
食
貨
市
舶
に
対
す
る
関
心
は
薄
れ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
九
八
二
年
に
藤
田
豊
八
氏
が
抄
写
し
た
市
舶
の
自
筆
本
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
、
自
筆
本
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
現
在
そ
の
自
筆
本
の
行
方
は
不
明
で
あ
る
(
３)
。
一
九
八
七
年
に
陳
智
超
氏
が
『
宋
会
要
輯
稿
補
編』
(
以
下
補
編
と
略
す)
[
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心
出
版]
を
刊
行
し
た
。
説
明
に
よ
る
と
、｢『
宋
会
要
輯
稿』
を
刊
行
し
た
際
に
、
入
ら
な
か
っ
た
も
の
、
残
存
冊
、
断
簡
、
複
文
と
み
な
し
て
省
い
た
も
の
、
…
…
を
集
め
て
出
版
し
た｣
と
い
う
。
そ
の
中
に
職
官
参
照
と
し
て
所
属
不
明
の
市
舶
が
あ
る
。
筆
者
は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
に
中
国
国
家
図
書
館
で
『
宋
会
要』
を
調
査
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。『
補
編』
に
あ
る
市
舶
の
部
分
な
ら
び
に
市
舶
の
前
後
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
文
庫
本
食
貨
市
舶
と
『
補
編』
市
舶
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
本
稿
で
は
文
庫
本
食
貨
市
舶
を
め
ぐ
る
諸
問
題
も
含
め
て
そ
の
報
告
を
し
た
い
と
思
う
。
一
六
第
一
章
徐
松
と
宋
会
要
と
市
舶
本
論
に
入
る
前
に
、
宋
会
要
と
徐
松
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
宋
会
要
と
い
う
書
は
、
勅
選
の
書
で
、
宋
代
の
歴
史
を
研
究
、
解
明
し
て
い
く
上
で
非
常
に
重
要
な
根
本
資
料
で
あ
り
、
こ
の
書
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
斯
波
義
信
氏
は
宋
会
要
に
つ
い
て
｢『
宋
会
要』
と
い
う
政
書
は
、
各
級
、
各
職
掌
の
行
政
機
関
が
処
理
し
た
実
務
を
上
行
、
平
行
、
下
行
の
文
書
に
よ
っ
て
発
信
し
、
中
央
の
裁
定
な
い
し
、
批
准
を
へ
て
執
行
に
至
っ
た
経
過
を
委
細
に
記
録
し
た
も
の
で
、
…
…
宋
一
代
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
て
膨
大
な
本
源
資
料
の
宝
庫
で
あ
る
。
こ
う
し
た
内
容
ゆ
え
に
…
行
政
運
用
の
実
態
を
詳
細
に
復
元
す
る
…
社
会
経
済
の
基
底
的
な
事
実
関
係
を
分
析
す
る
た
め
の
資
料
源
と
し
て
も
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
宋
会
要
輯
稿
食
貨
篇
―
社
会
経
済
用
語
集
成
―』
は
じ
め
に
(
東
洋
文
庫
二
〇
〇
七)
と
宋
会
要
の
特
色
を
述
べ
ら
れ
る
。
こ
の
宋
会
要
は
、
明
の
永
楽
帝
が
永
楽
大
典
を
編
集
し
た
時
に
は
多
く
引
用
さ
れ
て
お
り
、
当
時
は
ま
だ
残
存
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
宋
会
要
は
、
い
つ
の
ま
に
か
散
逸
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
清
に
な
っ
て
か
ら
、
宋
会
要
は
徐
松
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
清
の
嘉
慶
年
間
の
時
、
全
唐
文
の
編
纂
が
行
わ
れ
、
編
纂
者
の
一
人
で
あ
っ
た
徐
松
が
編
纂
の
傍
ら
、
永
楽
大
典
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
宋
会
要
を
収
集
さ
せ
た
。
宋
会
要
だ
け
で
な
く
、
中
興
礼
書
、
元
河
南
志
な
ど
も
収
集
し
て
い
る
。
永
楽
大
典
の
殆
ど
が
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
現
在
、
宋
会
要
の
復
元
が
難
し
く
、
徐
松
が
抽
出
し
、
編
纂
し
た
宋
会
要
だ
け
が
、
残
存
し
た
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
徐
松
の
死
後
、
書
籍
の
殆
ど
は
散
逸
し
て
し
ま
っ
た
。
宋
会
要
も
多
少
分
散
し
た
ら
し
い
が
、
弟
子
の
繆 
孫
が
守
り
、
一
八
八
七
年
に
張
之
一
七
洞
が
広
雅
書
局
を
創
設
す
る
と
、
宋
会
要
は
広
雅
書
局
に
入
り
、
繆 
孫
が
編
集
に
あ
た
っ
た
。
そ
の
後
、
王
秉
恩
の
手
に
一
時
入
り
、
一
九
一
五
年
ご
ろ
(
民
国
四)
、
嘉
業
堂
の
劉
承
幹
が
所
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
さ
ら
に
編
纂
が
続
け
ら
れ
、
中
国
国
家
図
書
館
か
ら
一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一)
に
刊
行
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
実
に
、
徐
松
が
大
典
か
ら
抽
出
し
て
か
ら
一
二
六
年
、
死
後
八
八
年
が
過
ぎ
て
い
た
。
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
宋
会
要
は
徐
松
の
手
を
離
れ
て
か
ら
、
所
有
者
や
編
纂
者
が
変
わ
っ
た
り
し
て
、
転
々
と
し
た
た
め
に
、
分
散
さ
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
『
宋
会
要』
の
市
舶
に
関
す
る
資
料
を
現
在
六
種
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
項
目
を
揚
げ
る
と
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
表
１
｢『
宋
会
要』
の
市
舶
に
関
す
る
資
料
六
種｣
参
照
。
(
一)
職
官
門
四
四
、
市
舶
に
あ
る
。
永
楽
大
典
巻
一
一
二
四
司
字
韻
か
ら
纂
輯
し
た
も
の
。
年
次
は
北
宋
の
開
宝
四
年
か
ら
南
宋
の
嘉
定
六
年
ま
で
あ
一
八
番
号
所属
永楽大典
巻数
字
韻
年号 行の字数
行数
字数 備考
(下限)
１ 職官門44市舶１
～34
1124 司 ～嘉定６ １行21字 15534字 1936年 中国国
家図書館より出
版 『宋会要輯稿』
(1212)年 半葉11行
４月７日
２ 補編 市舶 17552 貨 ～乾道９ １行21字 13319字 陳智超1981年
『宋会要輯稿補
編』 市舶
(1173)年 半葉1 行
７月12日
３ 東洋文庫手抄本 17552 貨 ～乾道９ １行20字 13319字 藤田豊八が書写
1916年 東洋文
庫の印あり｡
食貨門三八市舶 (1173)年 半葉10行
７月12日
４ 藤田豊八の自筆
本
(17552) 貨 首､ 原稿
用紙一枚
尾､ 原稿
用紙一枚
１行20字
半葉10行
首170字
尾75字
大正５年 (1916)
12月16日書写終
了とある｡
曽我部静雄収蔵
『東方学』 63
昭和57年１月
５ 『粤海関志』 巻
２～３ 職官44
市舶より広東の
み抽出
(1124) 司 ～嘉定６
(1212)年
４月７日
9092字 1840年ごろ梁廷 編
職官44市舶から
67項目を抽出｡
全体の字数は､
10301字で職官
44市舶からの抽
出は9092字にの
ぼり､ 88％を占
める｡
６ 藤田豊八の市舶
論文からの引用
17552 貨 ～乾道９
年７月12
日
｢宋代の市舶司
及び市舶条例｣
『東洋学報』 7-2
大正６(1917)年
５月
表１ 『宋会要』 の市舶に関する資料六種
る
。
一
行
二
一
字
、
半
葉
一
一
行
、
一
五
五
三
四
字
。『
宋
会
要』
は
一
九
三
六
年
(
昭
和
一
一)
に
中
国
国
家
図
書
館
か
ら
出
版
さ
れ
た
。
(
二)
陳
智
超
『
宋
会
要
輯
稿
補
編』
一
九
八
一
年
。
市
舶
の
資
料
が
あ
る
が
、
所
属
門
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
永
楽
大
典
巻
一
七
五
五
二
、
貨
字
韻
一
三
三
一
九
字
(
三)
東
洋
文
庫
蔵
手
抄
本
食
貨
門
三
八
市
舶
一
行
二
〇
字
半
葉
一
〇
行
。
藤
田
豊
八
書
写
一
九
一
六
年
。
東
洋
文
庫
の
印
あ
り
。
大
典
一
七
五
五
二
貨
字
韻
一
三
三
一
九
字
(
四)
藤
田
豊
八
自
筆
本
食
貨
門
三
八
市
舶
一
行
二
〇
字
半
葉
一
〇
行
。
一
九
一
六
年
一
二
月
一
六
日
抄
了
と
あ
り
。
二
枚
は
首
と
尾
。
(
五)
粤
海
関
志
(
巻
二
、
三
、
前
代
事
実)
、
職
官
四
四
よ
り
広
東
関
係
を
抽
出
一
八
四
〇
年
ご
ろ
(
六)
藤
田
豊
八
｢
宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
条
例｣
大
正
六
(
一
九
一
七)
年
五
月
『
東
洋
学
報』
七
―
二
に
引
用
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、(
三)
の
東
洋
文
庫
食
貨
市
舶
。
以
下
、
こ
の
項
目
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
紙
数
の
関
係
で
省
略
し
巻
末
の
[｢
東
洋
文
庫
抄
本｣
市
舶
、｢
補
編｣
市
舶
、｢
藤
田
論
文｣
、
宋
会
要
職
官
四
四
市
舶
、
引
用
の
資
料
対
照
表]
に
と
ど
め
た
(
４)
。
次
に
、
宋
会
要
を
永
楽
大
典
か
ら
取
り
出
す
仕
事
を
し
た
徐
松
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
収
集
し
て
い
な
が
ら
な
ぜ
宋
会
要
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理
由
も
考
え
て
み
た
い
。
一
九
(
Ａ)
徐
松
の
生
涯
と
宋
会
要
(
一
七
八
一
―
一
八
四
八
、
乾
隆
四
六
―
道
光
二
八)
徐
松
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
榎
一
雄
｢
徐
松
の
西
域
調
査
に
つ
い
て｣
(『
近
代
中
国』
一
〇
―
一
四
一
九
八
一
年
一
二
月
―
一
九
八
三
年
一
二
月)
、
陳
垣
｢
記
徐
松
遣
戌
事｣
(『
陳
垣
史
学
論
著
選』
一
九
八
一)
に
詳
し
く
、
略
歴
は
こ
れ
に
よ
っ
た
(
５)
。
徐
松
は
、
一
七
八
一
年
(
乾
隆
四
六)
に
浙
江
省
上
虞
県
に
生
ま
れ
る
。
の
ち
父
が
京
師
に
移
り
、
戸
籍
を
大
興
県
(
北
京)
に
移
す
。
九
歳
の
こ
ろ
大
興
県
で
童
試
を
受
け
る
。
試
験
官
の
金
士
松
に
文
章
を
誉
め
ら
れ
る
。
嘉
慶
五
年
二
〇
歳
で
郷
試
に
合
格
す
る
。
二
二
歳
、
陳
氏
と
結
婚
。
一
男
を
も
う
け
る
。
一
八
〇
五
年
(
嘉
慶
一
〇)
進
士
合
格
。
殿
試
は
二
甲
第
一
名
、
朝
考
一
等
一
名
と
い
う
抜
群
の
成
績
で
、
翰
林
庶
吉
士
と
な
る
。
優
秀
で
あ
る
た
め
以
後
、
エ
リ
ー
ト
の
道
を
保
証
さ
れ
る
か
に
み
え
る
。
一
八
〇
八
年
(
嘉
慶
一
三)
、
全
唐
文
館
が
開
設
さ
れ
、
編
纂
官
と
な
る
。
編
輯
を
監
督
す
る
董
誥
の
推
薦
に
よ
る
。
翰
林
院
編
修
と
な
り
、
南
書
房
勤
務
。
こ
こ
で
董
誥
に
認
め
ら
れ
、
天
子
の
下
問
に
応
答
す
る
文
は
徐
松
が
代
筆
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
八
〇
九
年
(
嘉
慶
一
四)
こ
の
こ
ろ
全
唐
文
館
の
中
に
あ
る
永
楽
大
典
か
ら
宋
会
要
、
元
河
南
志
、
中
興
礼
書
な
ど
を
収
集
す
る
。
翌
年
の
一
八
一
〇
年
に
は
文
頴
館
総
纂
と
な
る
。
湖
南
の
学
政
と
な
り
、
湖
南
に
赴
い
て
省
試
の
監
督
を
し
た
が
、
そ
の
行
為
を
御
史
趙
慎 
に
糾
弾
さ
れ
る
(
そ
の
原
因
な
ど
、
詳
細
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い)
。
取
り
調
べ
を
受
け
、｢
杖
一
百
、
流
三
千
里｣
と
い
う
有
罪
判
決
が
出
さ
れ
た
。
三
千
里
は
流
の
中
で
は
、
最
も
重
い
。
流
刑
地
は
伊
犂
イ
リ
(
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区)
で
あ
る
。
そ
の
主
な
理
由
は
受
験
生
か
ら
賄
賂
を
う
け
と
り
、
書
籍
を
売
り
つ
け
て
銀
四
七
六
両
の
不
正
利
益
を
得
た
と
い
う
、
計
九
条
に
及
ぶ
罪
状
の
判
決
で
あ
る
。
二
〇
そ
の
中
に
父
親
の
失
敗
問
題
も
か
ら
み
、
複
雑
で
明
確
で
な
い
。
た
か
が
銀
四
七
六
両
で
あ
る
。
密
告
さ
れ
た
か
、
陥
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
今
後
の
課
題
で
も
あ
る
。
一
八
一
二
年
に
判
決
が
く
だ
っ
た
と
き
は
、
三
一
歳
で
あ
っ
た
。
一
八
一
三
年
に
伊
犂
に
到
着
す
る
。
流
刑
地
ま
で
の
費
用
は
自
弁
と
い
う
。
到
着
時
か
ら
刑
期
が
始
ま
る
。
一
八
一
九
年
ま
で
(
三
二
―
三
八
歳)
伊
犂
に
と
ど
ま
り
、
多
く
の
人
が
、
滞
在
三
か
月
、
一
年
と
か
で
帰
る
中
、
減
刑
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
六
年
間
の
刑
を
全
う
し
、
北
京
に
帰
る
。
三
八
歳
に
な
っ
て
い
た
。
流
刑
中
、
一
八
一
四
年
(
嘉
慶
一
九)
に
全
唐
文
が
完
成
す
る
。
全
唐
文
の
始
め
に
編
纂
者
八
九
人
の
名
前
が
あ
り
、
一
九
番
目
提
調
兼
総
纂
官
と
し
て
徐
松
の
名
が
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
徐
松
は
流
刑
の
地
に
い
る
罪
人
で
あ
る
が
、
編
纂
者
に
名
前
を
加
え
て
い
る
の
は
、
興
味
深
い
。
刑
に
服
し
て
い
る
間
に
、
新
疆
賦
、
漢
書
西
域
伝
補
注
、
西
域
水
道
記
、
新
疆
識
略
な
ど
の
名
著
を
次
々
に
著
わ
し
て
い
る
。
足
掛
け
九
年
の
刑
を
終
え
て
か
ら
の
徐
松
は
あ
ま
り
重
要
な
役
職
に
つ
い
て
な
い
。｢
新
疆
識
略｣
を
賞
さ
れ
て
内
閣
中
書
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
が
、
一
八
二
一
年
(
道
光
一
年)
四
一
歳
。
一
八
二
五
年
妻
に
死
な
れ
、
子
延
租
に
も
先
立
た
れ
た
。
厳
可
均
(
徐
松
と
同
期
の
進
士)
か
ら
徐
松
の
宋
会
要
の
写
出
を
有
用
な
も
の
と
認
め
る
(
鉄
橋
漫
稿
三)
と
い
う
手
紙
を
も
ら
う
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
宋
会
要
の
こ
と
が
理
解
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
後
礼
部
主
事
、
礼
部
鋳
印
局
員
外
郎
と
な
る
。
一
八
三
九
―
四
〇
年
ご
ろ
粤
海
関
志
が
編
纂
さ
れ
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
に
備
え
て
の
防
備
策
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
歴
代
の
海
関
の
歴
史
を
述
べ
る
中
で
、
宋
代
に
つ
い
て
は
、
巻
二
、
三
に
前
代
事
略
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
宋
会
要
の
職
官
門
四
四
の
市
舶
の
う
ち
、
広
東
だ
け
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
(
詳
し
く
は
次
項
参
照)
。
宋
会
要
の
記
述
を
抜
書
き
と
は
い
え
宋
会
要
を
公
に
し
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
時
、
徐
松
は
ま
だ
存
命
中
で
、
こ
の
資
料
を
持
っ
て
い
る
の
は
徐
松
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
自
分
が
二
一
宋
会
要
を
粤
海
関
志
の
編
纂
者
梁
廷 
に
見
せ
た
に
違
い
な
い
。
湯
中
氏
は
、
二
人
の
関
係
に
つ
い
て
｢
こ
の
と
き
徐
松
は
京
師
に
お
り
、
梁
廷 
と
学
者
同
志
、
意
気
投
合
し
て
抄
本
な
ど
を
伝
え
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。｣
と
述
べ
て
い
る
(
湯
中
『
宋
会
要
研
究』
巻
一
付
記
二
、
二
〇
頁
上
海
商
務
印
書
館
一
九
三
二)
。
具
体
的
な
二
人
の
接
点
を
見
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
国
の
一
大
事
と
あ
っ
て
徐
松
は
よ
ろ
こ
ん
で
、
資
料
を
提
供
し
協
力
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
て
、
徐
松
の
生
涯
に
も
ど
り
、
一
八
四
三
年
六
三
歳
で
江
西
道
監
察
御
史
か
ら
江
南
道
を
転
掌
す
。
翌
年
楡
林
府
知
府
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
病
と
称
し
て
辞
退
。
一
八
四
八
年
(
道
光
二
八)
三
月
一
日
大
興
で
死
す
。
六
八
歳
で
あ
っ
た
。
徐
松
の
書
籍
は
、
家
族
に
先
立
た
れ
、
著
書
、
資
料
な
ど
保
管
整
理
す
る
人
な
く
分
散
さ
れ
た
。
宋
会
要
は
、
徐
松
の
存
命
中
に
は
、
刊
行
さ
れ
ず
、
死
後
も
持
ち
主
が
転
転
と
し
、
編
集
者
も
入
れ
替
わ
り
、
資
料
も
一
部
転
売
さ
れ
た
り
し
て
、
分
散
さ
れ
た
り
し
た
が
最
後
は
、
劉
承
幹
に
よ
っ
て
保
管
整
理
さ
れ
、
い
さ
さ
か
の
問
題
は
あ
り
つ
つ
も
中
国
国
家
図
書
館
で
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
三
六
(
昭
和
一
一)
年
の
こ
と
で
、
徐
松
の
死
後
八
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
徐
松
が
永
楽
大
典
か
ら
宋
会
要
を
抽
出
し
編
纂
し
た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
ほ
ど
大
き
い
。
彼
が
研
究
す
る
過
程
で
そ
の
価
値
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
宋
会
要
の
価
値
を
知
り
な
が
ら
、
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
五
百
巻
(
６)
と
い
う
膨
大
な
分
量
で
あ
っ
た
こ
と
。
二
つ
に
は
、
永
楽
大
典
か
ら
宋
会
要
を
抜
き
出
し
書
写
す
る
作
業
は
全
唐
文
館
で
の
本
来
の
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
内
密
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
に
書
写
に
使
っ
た
用
紙
が
全
唐
文
と
い
う
名
入
り
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
公
に
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
三
つ
に
は
、
致
命
的
な
の
は
、
賄
賂
の
罪
で
流
刑
に
六
年
間
服
し
た
こ
と
で
あ
る
(
足
掛
け
九
年)
。
北
京
を
離
れ
る
と
き
、
宋
会
要
は
ど
こ
に
置
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
分
量
が
多
い
の
で
伊
犂
に
は
持
っ
て
い
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
二
二
ら
に
刑
を
終
え
て
北
京
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
、
彼
は
以
前
の
よ
う
な
重
要
な
役
職
に
つ
く
こ
と
は
な
く
、
ま
し
て
や
問
題
の
あ
る
宋
会
要
を
刊
行
し
た
い
な
ど
と
言
っ
て
、
ま
た
弾
劾
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
彼
の
死
後
、
宋
会
要
は
不
完
全
な
ま
ま
、
転
々
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
(
Ｂ)
粤
海
関
志
に
見
え
る
宋
会
要
市
舶
に
つ
い
て
粤
海
関
志
は
、
清
代
末
の
道
光
一
九
年
ご
ろ
(
官
員
表
に
道
光
一
八
年
ま
で
記
述
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
以
降
と
す
る)
梁
廷 
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
を
目
前
に
控
え
、
海
外
と
の
出
入
り
口
で
あ
る
広
東
の
海
関
に
つ
い
て
の
意
識
が
高
ま
り
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
備
え
る
こ
と
も
あ
り
、
海
防
策
の
一
環
と
し
て
歴
史
の
編
纂
を
行
っ
た
。
宋
代
に
つ
い
て
は
、
巻
二
、
三
に
前
代
事
略
に
記
述
が
あ
る
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
宋
会
要
の
職
官
門
四
四
の
市
舶
の
う
ち
、
広
東
だ
け
を
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
年
代
順
に
記
さ
れ
て
お
り
、
開
宝
四
年
か
ら
嘉
定
六
年
四
月
七
日
ま
で
の
七
二
項
目
に
の
ぼ
る
。
そ
の
う
ち
五
項
目
だ
け
は
、
宋
会
要
の
職
官
市
舶
以
外
の
も
の
で
、
宋
史
太
宗
(
雍
熙
二
年
九
月)
、
宋
史
(
淳
化
二
年)
、
文
献
通
考
二
〇
(
仁
宗)
、
文
献
通
考
二
〇
(
元
祐
元
年)
、
宋
会
要
の
蕃
夷
四
－
九
七
闍
婆
国
(
紹
興
元
年)
国
か
ら
の
引
用
。
こ
こ
で
宋
会
要
の
蕃
夷
の
記
述
が
あ
る
こ
と
は
、
蕃
夷
も
見
せ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
ほ
か
、
年
代
順
の
項
目
と
は
別
に
、
中
書
備
対
の
煕
寧
、
元
豊
年
間
の
乳
香
、
な
ら
び
に
宋
史
列
伝
か
ら
向
(
白
と
す
る
は
誤)
敏
中
、
楊
覃
、
馬
亮
、
張
田
、
王
渙
之
の
五
人
で
知
広
州
で
海
外
貿
易
で
功
を
上
げ
た
人
で
あ
る
。
資
料
的
に
は
こ
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
粤
海
関
志
の
宋
代
の
記
述
は
、
全
部
で
一
万
三
〇
一
字
の
内
、
宋
会
要
職
官
四
四
、
市
舶
か
ら
の
引
用
は
、
九
〇
九
二
二
三
字
、
市
舶
以
外
は
一
二
九
一
字
、
で
そ
の
比
率
は
、
約
八
八
㌫
が
宋
会
要
の
市
舶
で
占
め
る
。
こ
の
と
き
、
宋
会
要
に
つ
い
て
す
べ
て
を
知
っ
て
い
る
徐
松
が
存
命
な
の
で
食
貨
門
の
市
舶
も
見
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
食
貨
門
の
市
舶
は
乾
道
九
年
ま
で
し
か
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
降
を
職
官
で
み
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
徐
松
が
宋
会
要
を
道
光
一
九
(
一
八
三
九)
年
ご
ろ
、
公
開
し
た
の
は
早
い
。
藤
田
豊
八
氏
が
書
写
し
た
一
九
一
六
年
か
ら
数
え
る
と
、
七
六
年
も
前
の
こ
と
で
あ
る
。
宋
会
要
を
公
に
し
た
の
は
、
こ
れ
が
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
中
国
で
は
あ
ま
り
こ
の
宋
会
要
に
注
目
す
る
人
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
徐
松
の
死
後
、
宋
会
要
は
し
ば
ら
く
所
有
者
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
張
之
洞
が
受
け
入
れ
、
繆 
孫
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
。
日
本
で
は
粤
海
関
志
に
引
用
さ
れ
た
宋
会
要
の
市
舶
に
注
目
し
た
の
が
、
桑
原
隲
蔵
氏
で
あ
り
、｢
蒲
寿
庚
の
事
跡｣
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。(
表
２
参
照)
第
二
章
藤
田
博
士
と
『
宋
会
要』
食
貨
三
八
市
舶
に
つ
い
て
藤
田
氏
が
『
宋
会
要』
を
知
っ
た
の
は
、
大
正
元
(
一
九
一
二)
年
の
こ
と
で
あ
る
。
藤
田
氏
は
、｢
そ
の
前
年
辛
亥
革
命
の
時
期
北
京
で
宋
会
要
の
抄
本
を
目
賭
し
、
南
海
に
関
す
る
一
部
分
を
抄
録
し
た｣
(｢
唐
宋
時
代
南
海
に
関
す
る
支
那
史
料｣
『
東
亜
研
究』
三
―
二
大
正
二
年
二
月)
と
述
べ
て
い
る
。
論
文
を
書
い
た
の
は
大
正
二
(
一
九
一
三)
年
で
あ
る
の
で
、
前
年
は
、
元
(
一
九
一
二)
年
と
な
る
。
彼
は
北
京
で
宋
会
要
を
見
て
、
南
海
に
関
す
る
部
分
を
抄
録
し
た
と
い
う
。
北
京
で
宋
会
要
を
見
た
と
い
う
が
、
北
京
の
ど
こ
か
明
確
に
し
て
い
な
い
。
こ
の
と
き
の
所
有
者
も
明
確
で
な
い
。
こ
の
時
期
に
は
、
ま
だ
劉
承
幹
の
手
に
は
入
っ
て
い
な
い
。
こ
の
抄
録
二
四
二
五
西暦
年号
(中国)
年号
(日本)
事 項
1781 乾隆46 徐松 生まれる｡ 浙江省上虞県｡ 後に父が京師に移り､ 戸籍を大興県に移す｡
1789 54 徐松 ９歳､ この頃大興県で童試を受ける｡ 試験官金士松に文章を誉められる｡
1800 嘉慶５ 20歳､ 郷試に合格｡
1802 ７ 結婚 (陳氏)
1805 10 進士合格､ 殿試は､ 二甲第一名､ 朝考一等一名､ 翰林庶吉士となる｡
1808 13 全唐文館が開設｡ 董誥は編輯を監督､ 徐松は彼の推薦による｡ 翰林院編修となり､
南書房に勤務｡ 総司の董誥に認められ､ 天子の下問に応答する文は､ 徐松が代筆
する｡
1809 14 このころ､ 全唐文館の 『永楽大典』 から､ 『元河南志』､ 『宋会要』､ 『中興礼書』
を写す｡
1810 15 文頴館総纂となる｡ 湖南の学政となる｡ 省試の監督をするがその行為を御史趙慎 に糾弾される｡ 伊犂への判決を受ける｡ 礼科給事中趙慎 の弾圧をうける｡ 工
部左侍郎彭齢､ 湖南巡撫広厚､ により合同取調をうける｡ その理由：徐松は受験
生から賄賂を受け取り､ 書籍をうりつけて銀､ 476両の不正利益をえたとして９
条の理由で有罪 ｢杖一百､ 流三千里｣｡
1812 17 判決
1813 18 伊犂に流される｡ この年に到着｡
1814 19 全唐文完成｡
全唐文の始めに89人中19番目に提調兼総纂官として､ 徐松の名が見える｡
1819 24 恩赦､ 伊犂より帰る｡ 宣武門大街付近に住む｡
1821 道光１ ｢新疆識略｣ を賞され､ 内閣中書に任せらる｡
1825 ５ 妻死す｡ 子延租も先立つ｡ 没年不明
1834 14 厳可均は徐松の宋会要の写出を有用なものと認める｡ 鉄橋漫稿３
1836 16 礼部主事に昇進｡
1838 18 礼部鋳印局員外郎
1843 23 江西道監察御史から江南道を転掌｡
1844 24 陜西楡林府知府に任せられるも､ 病と称して辞退｡
1846 26 再び楡林府知府に任せらる｡ 辞職
1848 28 徐松､ ３月１日大興で死す｡ 68歳
西暦
年号
(中国)
年号
(日本)
事 項
1849 道光29 徐松死後､ 宋会要散出｡ 繆 孫が購得｡
1861 咸豊11 梁廷  死｡
1880 光緒６ 明治13 『水道記』 北京琉璃厰の ｢善成堂｣ で発見｡
1882 ８ 15 劉承幹 (嘉業堂) 生 (～1963まで) 呉興の南涛鎮の人｡
1884 10 17 張之洞､ 両広総督
1887 13 20 両広総督の張之洞､ 広雅書局を創設｡ 繆 孫は翰林院編修 (繆1872進士)､ 繆､
屠寄 (1885挙人のち進士) と会要の編纂にあたる｡
1889 15 22 張之洞､ 湖広総督となる｡
1912 民国１ 大正１ 藤田豊八､ 北京で宋会要の抄本を見て､ 南海に関する一部分を抄録｡
1915 ４ ４ 劉承幹が ｢広雅稿本｣ を買い入れる｡ (劉承幹は王秉恩より､ 高価にて買う) 劉
富曾､ 費用容が編成にあたる｡ 繆と屠は職官まで済む｡ 劉富曾は民国4年～13年
まで校勘｡ これ (13年) 以降は費有客が受け継ぐ｡ 桑原 蔵 ｢蒲寿庚の事跡｣ 発
表 (大正４～７年､ 史学雑誌)｡
1916 ５ ５ 藤田､ 羅振玉を通して､ 市舶 (食貨38) を抄録｡ ｢12月16日抄了｣ とある｡
1917 ６ ６ 藤田､ 市舶論文を発表 (大正５年６月､ 東洋学報7-2)｡
1919 ８ ８ 繆死｡
1921 10 10 屠寄死｡
1924 13 13 東洋文庫創立｡ (東洋文庫の印はこれ以降)
1929 18 昭和４ 藤田､ ７月15日逝去｡
1930 19 ５ 東洋文庫 ｢藤田文庫漢籍目録｣ 出版｡ この中に藤田の抄本市舶はなし｡ 東洋文庫､
中国にて ｢食貨｣ ｢蕃夷｣ を写させる｡
表２ 徐松年譜と死後の 『宋会要』
徐松死後の宋会要
し
た
箇
所
は
、
宋
会
要
の
蕃
夷
四
の
占
城
と
大
食
の
項
目
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
市
舶
の
論
文
が
出
る
前
の
大
正
五
年
に
発
表
し
た
論
文
の
な
か
に
、
蕃
夷
四
占
城
、
大
食
の
引
用
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
継
い
で
、
藤
田
氏
は
｢
宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
条
例｣
を
大
正
六
(
一
九
一
七)
年
五
月
『
東
洋
学
報』
七
―
二)
に
発
表
す
る
。
そ
の
後
、
桑
原
隲
蔵
氏
の
推
薦
に
よ
り
こ
の
論
文
(
市
舶)
で
文
学
博
士
を
授
与
。
そ
の
骨
子
な
る
資
料
が
前
述
し
た
如
く
『
宋
会
要』
食
貨
三
十
八
市
舶
で
あ
る
。
入
手
に
関
し
て
同
論
文
の
註
７
に
、
宋
会
要
、
食
貨
三
十
八
市
舶
の
部
、
永
楽
大
典
巻
一
七
五
五
二
よ
り
抄
出
せ
し
も
の
に
係
る
。
こ
の
書
今
呉
興
劉
承
幹
氏
の
蔵
に
帰
し
な
お
刊
行
に
至
ら
ず
。
余
輩
は
、
去
冬
羅
叔
蘊
君
を
介
し
て
そ
の
市
舶
の
部
を
借
鈔
す
る
を
得
た
り
。
以
下
引
く
と
こ
ろ
是
な
り
。
と
あ
る
。
去
冬
は
大
正
五
年
の
こ
と
、
羅
叔
蘊
は
羅
振
玉
の
こ
と
で
、
劉
承
幹
所
蔵
の
も
の
を
借
り
て
書
写
し
て
い
る
。
そ
の
資
料
を
市
舶
の
論
文
に
引
用
し
て
い
る
。
さ
て
、
文
庫
本
食
貨
市
舶
は
藤
田
氏
が
抄
録
し
た
も
の
を
、
生
前
に
東
洋
文
庫
に
寄
託
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
私
は
少
し
疑
問
を
持
っ
て
い
た
。
藤
田
氏
の
抄
本
で
あ
れ
ば
、
藤
田
氏
が
こ
れ
ほ
ど
大
切
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
な
ら
、
蔵
書
印
が
あ
っ
て
も
良
い
と
お
も
わ
れ
る
が
、
寄
贈
記
録
も
な
け
れ
ば
蔵
書
印
も
な
い
。
あ
る
の
は
、｢
東
洋
文
庫｣
と
い
う
印
だ
け
で
あ
る
(
写
真
１
参
照)
。
藤
田
氏
は
昭
和
四
(
一
九
二
九)
年
七
月
に
逝
去
、
遺
言
に
よ
り
漢
籍
す
べ
て
が
東
洋
文
庫
に
寄
贈
さ
れ
た
。
翌
年
の
昭
和
五
(
一
九
三
〇)
年
に
東
洋
文
庫
で
は
｢
藤
田
文
庫
漢
籍
目
録｣
が
出
版
さ
れ
た
が
、
書
写
し
た
市
舶
の
記
述
は
な
い
。
さ
ら
に
｢
博
士
記
念
展
覧
会｣
が
開
か
れ
、
陳
列
図
書
目
録
(
Ⅱ
―
展
―
33)
に
よ
る
と
、
一
、
藤
田
博
士
著
作
の
部
、
附
手
稿
本
二
、
藤
田
文
庫
稀
覯
書
の
部
、
三
、
東
洋
文
庫
近
獲
本
の
部
、
の
三
部
が
あ
り
、
文
庫
近
獲
本
の
部
の
中
に
、
宋
会
要
の
食
二
六
貨
、
蕃
夷
が
展
示
さ
れ
た
。
し
か
し
ど
こ
に
も
藤
田
本
と
よ
ば
れ
る
食
貨
市
舶
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
中
嶋
敏
氏
は
文
庫
本
食
貨
市
舶
に
つ
い
て
、
藤
田
氏
の
抄
写
本
で
、
大
切
な
資
料
な
ら
ば
、
な
ぜ
上
記
の
藤
田
関
係
資
料
と
無
関
係
な
の
か
疑
問
視
し
て
い
る
(
中
嶋
敏
｢
藤
田
豊
八
博
士
と
宋
会
要｣
(『
東
洋
史
学
論
集』
続
編
二
〇
〇
二)
。
東
洋
文
庫
本
食
貨
市
舶
を
あ
ら
た
め
て
み
る
と
、｢
東
洋
文
庫｣
と
い
う
朱
印
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
印
は
｢
東
洋
文
庫｣
が
発
足
し
て
か
ら
の
印
で
、
大
正
十
三
(
一
九
二
四)
年
十
一
月
二
十
日
東
洋
文
庫
創
立
以
降
の
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
以
前
に
入
手
し
て
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
ま
た
文
庫
本
食
貨
市
舶
が
こ
の
こ
ろ
入
手
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
一
つ
の
目
安
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
東
洋
文
庫
文
庫
長
斯
波
義
信
氏
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
諸
条
件
か
ら
考
え
て
、
東
洋
文
庫
が
独
自
に
藤
田
本
を
借
り
て
誰
か
に
写
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
、
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
を
跡
付
け
る
か
の
ご
と
く
、
藤
田
氏
の
市
舶
の
自
筆
本
が
存
在
す
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
に
述
べ
る
。
(
Ａ)
藤
田
氏
自
筆
の
食
貨
市
舶
に
つ
い
て
最
近
、
藤
田
氏
が
書
写
し
た
宋
会
要
食
貨
三
八
市
舶
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。｢
先
学
を
語
る
―
藤
田
豊
八
博
士
―｣
二
七
写真１
(『
東
方
学』
六
三
輯
昭
和
五
七
年
一
月
、
対
談
は
、
昭
和
五
五
年
九
月
三
〇
日
東
方
学
会
に
て)
に
二
枚
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
表
題
に
｢
劉
承
幹
編
定
の
宋
会
要
食
貨
三
十
八
藤
田
博
士
手
写
、
曽
我
部
博
士
蔵｣
と
あ
る
。
(
写
真
２
参
照)
。
そ
の
二
枚
と
は
、
一
枚
目
が
市
舶
の
最
初
の
部
分
で
、
二
葉
目
が
最
後
の
部
分
で
、
後
ろ
に
奥
書
が
あ
り
、
大
正
五
年
十
二
月
十
六
日
抄
了
と
あ
る
。
こ
の
奥
書
の
部
分
は
、
東
洋
文
庫
抄
本
市
舶
に
は
な
い
。
一
行
二
十
字
、
半
頁
十
行
の
原
稿
用
紙
に
書
い
て
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
写
真
に
よ
る
と
、
藤
田
豊
八
博
士
は
原
稿
用
紙
に
食
貨
市
舶
を
抄
写
し
、
大
正
五
年
十
二
月
十
六
日
に
写
し
終
え
て
い
る
。
そ
し
て
文
庫
抄
本
と
同
じ
く
、
一
行
二
十
字
、
半
頁
十
行
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
五
年
の
冬
に
借
抄
し
た
と
論
文
に
書
い
て
い
る
こ
と
も
合
致
し
て
い
る
。
こ
の
自
筆
本
を
藤
田
氏
の
甥
に
あ
た
ら
れ
る
曽
我
部
静
雄
博
士
が
そ
れ
を
所
有
し
、
今
回
二
枚
だ
け
(
首
、
尾)
公
開
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、｢
先
学
を
語
る
に｣
に
榎
博
士
と
曽
我
部
博
士
と
の
対
談
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
榎
…
…
『
宋
会
要』
の
こ
と
な
ど
何
か
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
。
先
生
が
向
こ
う
で
写
さ
れ
て
、
東
京
に
送
っ
た
…
…
曽
我
部
…
…
あ
れ
は
余
り
い
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
れ
は
ま
だ
残
っ
て
お
り
ま
す
が
…
…
榎
…
…
宋
代
の
市
舶
使
の
こ
と
な
ど
も
、
あ
れ
を
使
っ
て
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
ね
。
二
八
写真２ 藤田氏自筆の食貨市舶について
食貨三八 市舶 右頁が首､ 左頁が尾｡
｢先学を語る―藤田豊八博士｣ 『東方学』 63輯
1982年１月より
曽
我
部
…
…
え
え
、
あ
れ
だ
け
で
す
。
写
し
と
っ
た
の
は
、
と
短
い
対
話
で
あ
る
が
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か
る
。
１
、
こ
の
食
貨
市
舶
は
、
藤
田
氏
が
中
国
で
写
し
、
東
京
に
送
っ
た
こ
と
、
２
、
藤
田
氏
の
自
筆
抄
写
の
食
貨
市
舶
は
こ
の
時
点
で
(
昭
和
五
五
年
一
九
八
〇)
、
曽
我
部
静
雄
博
士
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
、
３
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
資
料
を
使
っ
て
市
舶
の
論
文
を
書
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
藤
田
氏
の
自
筆
本
市
舶
は
首
尾
し
か
な
く
、
途
中
が
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、
自
筆
本
と
い
わ
れ
る
資
料
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
今
自
筆
本
(
二
枚)
と
、
東
洋
文
庫
本
食
貨
市
舶
(
写
真
１)
の
記
述
と
比
べ
て
み
る
と
、
素
人
の
私
で
さ
え
も
、
打
ち
込
み
、
は
ね
、
文
字
の
く
せ
を
見
て
、
筆
蹟
が
違
う
と
思
う
。
両
者
は
別
々
の
も
の
で
あ
る
。
す
る
と
、
東
洋
文
庫
抄
本
食
貨
市
舶
は
、
藤
田
氏
の
直
筆
本
を
藤
田
氏
か
ら
借
用
し
て
、
書
写
し
た
。
そ
れ
が
東
洋
文
庫
抄
本
食
貨
市
舶
で
あ
る
こ
と
が
明
白
に
な
る
。
藤
田
氏
か
ら
の
寄
託
で
も
な
く
、
文
庫
本
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
｢
東
洋
文
庫｣
と
い
う
印
を
押
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
文
庫
抄
本
が
自
筆
本
を
写
し
た
こ
と
が
わ
か
る
と
こ
ろ
は
、
藤
田
自
筆
本
で
は
｢
輯｣
を
書
き
忘
れ
(
写
真
２
参
照)
、
後
で
横
に
書
き
加
え
て
い
る
。
文
庫
本
は
、
｢
輯｣
の
字
は
、
文
章
の
中
に
入
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
自
筆
本
を
み
て
書
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
自
筆
本
が
発
見
さ
れ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
東
洋
文
庫
本
食
貨
市
舶
の
価
値
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
前
述
し
た
が
自
筆
本
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
首
尾
し
か
な
く
、
中
身
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
東
洋
文
庫
が
自
筆
本
す
べ
て
を
書
写
し
た
価
値
は
大
き
い
。
食
貨
三
八
市
舶
を
完
全
な
形
で
残
っ
て
い
る
の
は
文
庫
抄
本
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
藤
田
氏
は
羅
振
玉
氏
の
斡
旋
に
よ
り
中
国
で
食
貨
市
舶
を
書
写
し
、
終
わ
っ
た
の
が
大
正
五
年
十
二
月
十
六
日
で
あ
っ
た
。
大
正
元
年
二
九
に
は
、
中
国
で
の
辛
亥
革
命
動
乱
の
中
、
翌
年
藤
田
氏
は
羅
振
玉
氏
と
王
国
維
氏
を
日
本
の
京
都
に
住
ま
わ
せ
た
。
大
正
八
年
ま
で
滞
在
し
た
。
藤
田
氏
も
中
国
を
離
れ
、
二
年
〜
六
年
ま
で
池
袋
に
住
ま
い
、
研
究
に
専
念
し
た
。
そ
の
間
に
論
文
を
次
々
と
発
表
し
た
。
市
舶
の
論
文
も
こ
の
と
き
で
あ
る
。
こ
の
中
で
羅
振
玉
氏
は
日
本
に
い
な
が
ら
藤
田
氏
の
宋
会
要
の
斡
旋
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
田
氏
も
東
京
に
帰
っ
て
き
て
の
宋
会
要
で
あ
り
、
抄
写
の
た
め
に
中
国
へ
の
往
復
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
藤
田
氏
は
宋
会
要
の
食
貨
門
の
市
舶
を
劉
承
幹
氏
か
ら
借
用
し
抄
写
し
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
食
貨
の
市
舶
だ
っ
た
の
か
。
職
官
の
市
舶
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
大
正
元
年
に
見
て
い
る
蕃
夷
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
な
ど
を
考
え
る
。
第
三
章
｢
補
編｣
と
｢
文
庫
抄
本｣
の
市
舶
と
の
関
係
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
文
庫
抄
本
と
補
編
の
市
舶
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
こ
の
二
つ
の
記
述
は
、
同
じ
も
の
な
の
か
、
異
な
る
も
の
な
の
か
、
異
な
る
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。(
表
３
参
照)
１
.
表
題二
者
の
最
も
異
な
る
点
は
、
文
庫
抄
本
に
は
前
述
し
た
如
く
タ
イ
ト
ル
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
食
貨
三
十
八
宋
会
要
巻
二
百
十
八
大
興
徐
松
輯
大
典
本
呉
興
劉
承
幹
編
定
三
〇
市
舶
(
東
洋
文
庫
蔵
手
抄
本
食
貨
市
舶)
(
写
真
１
参
照)
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
文
庫
抄
本
だ
け
で
あ
っ
て
、
ほ
か
に
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
何
が
重
要
か
と
い
う
と
、
食
貨
門
の
三
八
に
市
舶
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
と
い
う
唯
一
の
証
拠
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
周
知
の
ご
と
く
、
通
行
本
の
宋
会
要
に
は
、
食
貨
門
三
八
に
は
和
市
と
互
市
し
か
な
く
、
市
舶
司
は
存
在
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
東
洋
文
庫
抄
本
の
食
貨
門
に
は
、
市
舶
が
存
在
す
る
の
で
、
藤
田
氏
が
借
用
し
た
時
に
は
、
市
舶
は
ま
だ
外
さ
れ
て
い
な
い
状
態
だ
っ
た
。
つ
ま
り
通
行
本
の
宋
会
要
が
編
纂
さ
れ
る
前
に
、
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
に
入
手
し
書
写
し
た
も
の
が
、
東
洋
文
庫
抄
本
と
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
五
(
一
九
三
〇)
年
に
東
洋
文
庫
が
上
海
で
書
写
さ
せ
た
三
一
｢補編｣ 市舶 東洋文庫抄本 市舶
タイトルなし 市舶 赤字を黒でな
ぞる｡
タイトルあり｡ 食貨三八
１行 21字 半葉 11行 １行 20字 半葉 10字
年､ 月､ 日の文頭の右横に ｢ 行｣
の印あり｡
すべての日付の横に必ず印あり｡
日付に ｢ 行｣ の印なし｡
｢ 行｣ (改行) を実行し､ 日付順に
書く｡
勅の後その理由を述べるとき､ ○印
あり｡
勅の後の理由を述べるとき､ ○印が
補編についている場合は一字空白か
○印となる｡
｢雙行｣ と ｢雙行止｣ について
勅の後に､ その理由を述べるとき､
雙行にしようとしたため､ その文の
はじめに､ ｢雙行｣ の印を押し､ 文
の終わりに ｢雙行止｣ の印を押した｡
それを消す場合､ ｢雙行｣ と ｢雙行
止｣ を丸印をして消している｡ 一セッ
トで消しているのが26項目に及ぶ｡
一セットでないとき､ 一方を消さな
い時には双行となる｡
抄本には､ ｢雙行｣ ｢雙行止｣ の印は
ない｡ 雙行がある時には補編の雙行
にしたがって書いている｡
表３ ｢補編｣ 市舶と東洋文庫抄本 市舶との関係
宋
会
要
輯
稿
の
食
貨
門
に
は
も
う
、
食
貨
三
八
市
舶
は
除
外
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
昭
和
五
年
の
段
階
で
も
う
食
貨
門
の
市
舶
は
切
り
離
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
文
庫
本
食
貨
市
舶
は
切
り
離
さ
れ
る
前
の
も
の
で
、
完
全
な
形
で
存
在
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
東
洋
文
庫
の
抄
本
の
食
貨
門
市
舶
は
大
切
な
資
料
な
の
で
あ
る
。
補
編
は
、
タ
イ
ト
ル
は
な
い
が
、
市
舶
と
い
う
朱
字
が
あ
り
、
そ
れ
を
黒
で
な
ぞ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
あ
と
で
書
き
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
が
編
集
の
段
階
で
、
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
２
.
行
の
字
数
、
一
頁
の
行
数
文
庫
抄
本
と
藤
田
自
筆
本
は
一
行
二
〇
字
半
葉
一
〇
字
で
あ
る
。
補
編
は
一
行
二
一
字
、
半
葉
一
一
行
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
常
識
で
あ
ろ
う
か
、
宋
会
要
の
ほ
か
の
箇
所
で
も
、
ほ
ぼ
一
行
二
一
字
、
一
一
行
で
あ
る
。
す
る
と
、
文
庫
抄
本
は
、
補
編
を
手
本
に
写
し
た
の
で
は
な
く
、
別
な
も
の
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
３
.
補
編
に
見
え
る
四
つ
の
印
判
と
文
庫
抄
本
と
の
関
係
｢
補
編｣
市
舶
に
は
、
四
種
類
の
印
判
が
押
し
て
あ
る
。(
写
真
３
・
４
参
照)
１
、 
行
(
改
行)
２
、
雙
行
(
二
行)
３
、
雙
行
止
(
二
行
終
り)
三
二
４
、
○
(
朱
印)
、
の
四
種
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
印
判
の
意
味
、
そ
の
４
種
さ
ら
に
宋
会
要
を
編
集
し
よ
う
と
す
る
一
過
程
を
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
以
下
そ
の
事
例
を
見
て
み
た
い
。
１
、 
行
(
改
行)
の
印
に
つ
い
て
補
編
の
市
舶
で
は
、
す
べ
て
の
日
付
の
横
に
必
ず 
行
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。 
行
と
は
、
別
々
、
改
行
の
こ
と
で
あ
る
。
宋
会
要
は
、
日
付
順
に
記
さ
れ
て
い
る
が
順
送
り
で
、
改
行
は
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
補
編
で
は
、
改
行
を
指
令
す
る 
行
の
印
を
押
す
の
で
あ
る
。
編
集
の
段
階
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
文
庫
抄
本
で
は
、
見
事
に 
行
の
印
に
従
っ
て
、
日
付
、
年
月
日
順
に
記
さ
れ
て
三
三
写真３ 『宋會要』 補編 市舶 紹興11年11月
１
２
３
４５６
７
８
９
10
11
１ 
行
＝
改
行
２
雙
行   
消
し
て
な
い
。
そ
の
た
め
文
庫
手
抄
本(
文
庫
本
と
す
る)
で
は
、
雙
行
と
す
る(
Ａ)
。
３
雙
行
止
４
雙
行   
こ
の
印
を
消
し
て
な
い
の
で
、
文
庫
本
〈
〉
で
は
、
雙
行
と
す
る
(
Ｂ)
。
５
雙
行
止
６
雙
行   
右
に
同
じ
。
印
を
消
さ
な
い
の
で
、
文
庫
本
で
は
、
雙
行
と
す
る
(
Ｃ)
。
７
雙
行
止
８
雙
行   
右
に
同
じ
。
印
を
消
さ
な
い
の
で
、
文
庫
本
で
は
、
雙
行
と
す
る
(
Ｄ)
。
９
雙
行
止
10
雙
行   
右
に
同
じ
。
印
を
消
さ
な
い
の
で
、
文
庫
本
で
は
、
雙
行
と
す
る
(
Ｅ)
。
11
雙
行
止
＊
写
真
で
は
赤
い
印
が
見
え
に
く
い
が
、
原
本
に
は
つ
い
て
い
る
。
東
洋
文
庫
手
抄
本
で
は
、
印
の
通
り
に
雙
行
(
Ａ)
〜
(
Ｅ)
に
し
て
い
る
の
に
注
目
し
た
い
。
い
る
の
で
あ
る
。
藤
田
氏
が
書
写
し
た
も
の
は
、
す
で
に
改
行
さ
れ
て
い
る
写
本
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
補
編
の 
行
の
印
を
見
な
が
ら
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
疑
問
を
持
つ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
２
、
雙
行
と
雙
行
止
に
つ
い
て
補
編
で
は
、
一
つ
の
編
集
方
針
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
文
章
の
中
に
、
雙
行
の
印
と
雙
行
止
の
印
を
押
し
て
い
る
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
雙
行
(
二
行
に
す
る
こ
と)
に
す
る
の
か
。
調
べ
て
み
る
と
、
詔
の
後
、
そ
の
理
由
を
述
べ
る
。
理
由
の
と
こ
ろ
を
双
行
に
す
る
た
め
に
、
最
初
の
文
字
に
雙
行
の
印
を
、
最
後
の
文
字
に
雙
行
止
の
印
を
押
し
て
い
る
。(
写
真
３
・
５
・
６
参
照)
し
か
し
、
こ
の
雙
行
と
雙
行
止
は
、
編
集
方
針
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
ら
の
印
を
墨
で
消
し
て
い
る
。
雙
行
と
雙
行
止
の
印
を
押
し
た
上
か
ら
墨
で
丸
く
消
し
て
い
る
の
で
あ
る
。(
写
真
３
・
５
(
１)
・
６
参
照)
。
は
じ
め
何
と
い
う
字
の
印
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
中
国
国
家
図
書
館
で
、
実
物
を
見
る
と
、
は
っ
き
り
と
、
下
の
印
つ
ま
り
｢
雙
行｣
と
｢
雙
行
止｣
と
読
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
具
体
例
と
し
て
、
一
例
を
挙
げ
る
と
、
建
炎
二
年
五
月
二
十
四
日
の
条
に
(
58
番
参
照)
三
四
＊
(
Ａ)
〜
(
Ｅ)
の
雙
行
は
、『
宋
會
要』
補
編
市
舶
の
指
示
通
り
、
雙
行
、
雙
行
止
の
印
に
従
っ
て
い
る
。
一
般
に
は
、
全
部
両
方
と
も
消
さ
れ
て
い
る
(
例
外
一
つ
あ
り)
。
(
Ａ)(
Ｂ)
(
Ｃ)
(
Ｄ)
(
Ｅ)
写真４ 東洋文庫蔵手抄本 紹興11年11月
(表
と
は
、
巻
末
に
東
洋
文
庫
蔵
手
抄
本
宋
会
要
食
貨
門
市
舶
を
活
字
化
し
た
。
こ
れ
を
指
す
。
番
号
と
は
便
宜
上
年
号
の
上
に
、
番
号
を
つ
け
た
。)
詔
依
旧
復
置
、
両
浙
、
福
建
路
提
挙
市
舶
司
尚
書
省
言
、
併
廃
以
来
、
土
人
不
便
、
虧
失
数
多
、
故
復
置
之
と
あ
る
。
両
浙
、
福
建
路
提
挙
市
舶
司
を
再
び
以
前
の
よ
う
に
置
く
よ
う
に
と
い
う
詔
を
出
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
尚
書
省
が
、
廃
止
す
る
と
人
々
が
不
便
で
あ
り
、
品
物
も
損
失
し
て
い
る
と
言
っ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
詔
が
出
て
、
そ
の
理
由
を
双
行
と
す
る
た
め
に
尚
書
省
の
と
こ
ろ
に
、
雙
行
の
印
を
お
し
、
最
後
に
雙
行
止
の
印
を
お
し
た
の
で
あ
る
。
理
由
を
述
べ
る
時
、
こ
の
場
合
は
、
棒
線
が
引
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
が
雙
行
と
い
う
し
る
し
で
あ
る
。
ほ
か
に
は
、
三
五
(
３)
藤
田
論
文
三
五
九
頁
(
Ｆ)
藤
田
論
文
で
も
、
文
庫
本
通
り
に
一
字
空
白
と
す
る
。
 
(
２)
『
文
庫
本』
(
Ａ)
『
補
編』
の 
行
通
り
に
改
行
し
て
い
る
。
(
Ｅ)
一
字
空
白
。(
１)
の
(
Ｂ)
の
○
印
の
故
で
あ
る
。  
(
１)
『
補
編』
(
Ａ) 
行
、(
Ｂ)
○
印
、(
Ｃ)
以
に｢
双
行｣
を
消
す
、(
Ｄ)
数｢
雙
行
止｣
を
消
す
 
   
写真５ 大中祥符２年８月９日の項目の三種
一
字
空
白
を
作
る
場
合
、
ま
た
は
、
○
印
を
つ
け
る
こ
と
が
多
い
。
具
体
例
を
文
庫
抄
本
で
み
る
と
、
至
道
元
年
六
月
の
条
11
番
に
…
…
如
違
当
重
置
之
法
□
先
是
…
…
と
あ
り
、
法
と
先
の
間
に
一
字
分
空
白(
□)
に
な
っ
て
お
り
、
空
白
の
下
か
ら
が
、
雙
行
と
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
前
述
し
た
如
く
雙
行
、
雙
行
止
は
消
さ
れ
て
い
る
た
め
、
資
料
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
に
残
っ
た
の
で
あ
る
。
前
の
状
態
に
残
っ
た
の
は
よ
い
が
、
編
集
の
過
程
の
も
の
が
資
料
に
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
字
空
白
も
そ
の
な
ご
り
で
あ
る
。
文
庫
抄
本
を
調
べ
て
い
る
時
、
一
字
空
白
や
○
印
が
あ
り
、
資
料
を
書
写
す
る
際
、
空
白
は
何
の
意
味
が
あ
る
の
か
、
○
は
何
で
あ
ろ
う
か
と
考
え
て
い
た
が
、
勅
の
理
由
を
述
べ
る
双
行
の
た
め
の
も
の
で
、
そ
れ
が
取
り
消
さ
れ
た
時
、
結
果
的
に
印
だ
け
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
勅
の
理
由
だ
け
で
な
く
、
語
句
の
説
明
を
す
る
と
き
に
も
、
双
行
は
使
う
こ
と
が
あ
る
。
東
洋
文
庫
抄
本
を
見
る
と
、｢
補
編｣
の
指
示
通
り
に
空
白
、
○
を
厳
守
し
て
書
写
し
て
い
る
。
今
こ
こ
に
、
文
庫
抄
本
、
補
編
の
中
か
ら
、
雙
行
と
、
雙
行
止
の
印
が
あ
る
も
の
を
抽
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
二
つ
の
印
は
消
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
補
編
に
見
え
る
ひ
と
つ
の
編
纂
の
過
程
と
、
た
ぶ
ん
そ
れ
を
写
し
た
で
あ
ろ
う
東
洋
文
庫
抄
本
を
検
討
す
る
た
め
に
、
下
記
に
表
で
示
し
た
。
巻
末
の
東
洋
文
庫
抄
本
の
活
字
化
し
た
市
舶
を
参
照
の
こ
と
。
番
号
は
巻
末
の
年
代
順
に
記
さ
れ
て
い
る
番
号
で
あ
る
。
 
雙
行
と
雙
行
上
の
印
が
あ
っ
て
消
さ
れ
て
い
る
例
三
六
(
Ａ) 
行
(
Ｂ)
○
印
、
雙
行
(
Ｃ)
雙
行
止
Ａ
Ｂ
Ｃ
写真６ 『補編』 市舶 至
道元年６月
５
番
太
平
興
国
七
年
閏
一
二
月
11
番
至
道
元
年
六
月
(
写
真
６
参
照)
14
番
大
中
祥
符
二
年
八
月
九
日
(
写
真
５
(
１)
・(
２)
参
照)
27
番
煕
寧
七
年
七
月
一
八
日
33
番
元
豊
六
一
一
月
一
七
日
39
番
崇
寧
三
年
五
月
二
八
日
40
番
崇
寧
四
年
五
月
二
〇
日
44
番
政
和
二
年
五
月
二
四
日
48
番
政
和
五
年
八
月
一
三
日
58
番
建
炎
二
年
五
月
二
四
日
76
番
紹
興
三
年
七
月
一
日
78
番
紹
興
三
年
九
月
九
日
82
番
紹
興
六
年
一
二
月
一
三
日
85
番
紹
興
七
年
閏
一
〇
月
三
日
89
番
紹
興
一
二
年
一
〇
月
二
八
日
93
番
紹
興
一
六
年
九
月
二
五
日
三
七
94
番
紹
興
一
七
年
一
一
月
四
日
95
番
紹
興
一
八
年
閏
八
月
一
七
日
99
番
紹
興
二
九
年
九
月
二
日
101
番
隆
興
二
年
七
月
二
五
日
104
番
乾
道
二
年
六
月
三
日
107
番
乾
道
三
年
四
月
二
二
日
108
番
乾
道
三
年
一
二
月
二
三
日
109
番
乾
道
七
年
一
〇
月
一
三
日
110
番
乾
道
九
年
七
月
一
二
日
以
上
二
五
件
に
及
ぶ
。
次
に
、
上
記
で
は
双
行
を
消
し
た
場
合
で
あ
っ
た
が
、
双
行
が
残
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
以
下
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。
 
雙
行
印
が
残
っ
て
い
る
例
、
雙
行
に
す
る
Ａ
72
番
｢
紹
興
二
年
八
月
六
日
…
尋
詔
市
舶
司
属
官
不
罷
同
上
雙
行
に
な
っ
て
い
る
。
補
編
を
み
る
と
、
三
八
｢紹
興
二
年
八
月
六
日
…
雙
行
尋
詔
市
舶
司
属
官
罷｣
と
あ
っ
て
｢
雙
行｣
の
印
が
あ
り
、
そ
れ
は
消
さ
れ
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
文
庫
本
の
ほ
う
は
右
に
示
し
た
よ
う
に
雙
行
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｂ
80
番
紹
興
一
一
年
一
一
月
二
三
日
(
写
真
３
、
４
参
照)
写
真
３
の
補
編
で
は
、
見
え
に
く
い
が
、
雙
行
、
雙
行
止
の
印
が
あ
る
。
そ
れ
を
消
し
て
い
な
い
。
す
る
と
そ
の
結
果
は
、
写
真
４
に
見
え
る
如
く
、
文
庫
本
で
は
、
雙
行
と
す
る
。
写
真
３
が
補
編
で
写
真
４
が
文
庫
本
で
あ
る
。
両
者
を
比
べ
て
み
る
と
明
確
に
な
る
。
文
庫
本
(
写
真
４)
(
Ａ)
は
、
補
編
(
写
真
３)
の
(
２)
〜
(
３)
雙
行
〜
雙
行
止
の
印
あ
り
。
〃
(
Ｂ)
は
〃
(
４)
〜
(
５)
〃
〃
(
Ｃ)
は
〃
(
６)
〜
(
７)
〃
〃
(
Ｄ)
は
〃
(
８)
〜
(
９)
〃
〃
(
Ｅ)
は
〃
(
10)
〜
(
11)
〃
右
記
に
示
す
よ
う
に
補
編
で
は
最
少
に
雙
行
、
最
後
に
雙
行
止
の
印
を
消
さ
な
い
た
め
、
文
庫
抄
本
で
は
雙
行
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
勅
の
説
明
で
は
な
く
語
句
の
説
明
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、｢
補
編｣
の
市
舶
に
あ
る
印
判
四
種
は
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
が
あ
る
。
文
庫
抄
本
市
舶
は
、｢
補
編｣
市
舶
の
印
判
通
り
に
訂
正
し
て
清
書
し
て
い
る
。
補
編
の
市
舶
は
、
写
真
で
見
た
よ
う
に
(
写
真
三
九
３
参
照)
印
判
な
ど
が
多
く
読
み
に
く
い
中
、
藤
田
氏
は
忠
実
に
抄
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
指
示
通
り
の
そ
れ
と
も
、｢
補
編｣
市
舶
を
清
書
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
確
に
で
き
な
い
。
以
上
、
文
庫
本
と
補
編
と
の
関
係
を
述
べ
た
。
両
者
は
、
密
接
な
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
第
４
章
中
国
国
家
図
書
館
で
の
調
査
宋
会
要
市
舶
と
残
簡
｢
宋
会
要
葉
渭
清
本｣
一
四
〇
三
中
国
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部
｢
宋
会
要
葉
渭
清
本｣
一
四
〇
三
は
、
宋
会
要
輯
稿
を
刊
行
し
た
際
に
、
そ
れ
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
も
の
、
重
複
資
料
と
し
て
取
り
除
か
れ
た
も
の
、
編
集
の
段
階
で
切
り
取
ら
れ
た
も
の
、
断
片
な
ど
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
製
本
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
な
か
に
は
、『
補
編』
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
私
は
｢
宋
会
要
葉
渭
清
本｣
請
求
番
号
一
四
〇
三
か
ら
、
市
舶
に
関
係
す
る
も
の
、
断
片
な
ど
５
点
を
取
り
上
げ
て
撮
影
し
て
も
ら
っ
た
。
以
下
の
写
真
は
そ
の
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
整
理
番
号
が
つ
い
て
い
な
い
。
(
１)
表
紙
食
貨
三
十
八
一
頁
目
(
２)
食
貨
三
十
八
和
市
、
互
市
、
市
舶
二
頁
目
(
３)
食
貨
三
十
八
宋
会
要
二
百
十
八
(
４)
互
市
の
あ
と
、
市
舶
に
つ
い
て
の
メ
モ
書
き
四
〇
(
５)
補
編
の
市
舶
の
一
頁
目
の
欄
外
に
市
舶
に
関
す
る
記
事
あ
り
以
下
一
点
づ
つ
写
真
を
見
な
が
ら
説
明
を
し
て
い
き
た
い
。
(
１)
宋
会
要
二
百
六
十
九
食
貨
三
十
八
(
写
真
７
参
照)
縦
三
一
・
九
セ
ン
チ
横
一
八
・
九
セ
ン
チ
綴
じ
紐
の
あ
と
あ
り
。
こ
れ
は
、
た
だ
の
表
紙
で
あ
る
が
、
食
貨
三
十
八
と
あ
り
。
(
２)
次
頁
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。(
写
真
８
参
照)
四
一
写真７
写真８
互
市
が
、
底
本
で
は
中
間
に
あ
る
と
い
う
。
順
番
は
和
市
互
市
市
舶
で
あ
る
。
市
舶
は
、
割
注
に
已
に
職
官
の
提
挙
市
舶
に
あ
る
の
で
、
目
録
に
は
記
録
し
な
い
、
と
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
和
市
、
互
市
、
市
舶
の
順
番
で
あ
っ
た
こ
と
。
市
舶
が
外
れ
る
前
は
、
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
。
通
行
本
で
は
、
食
貨
三
十
八
に
は
和
市
、
互
市
、
が
あ
り
、
市
舶
は
な
い
が
、
本
来
な
ら
、
こ
の
次
に
市
舶
が
入
っ
て
い
た
こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
。
ま
た
巻
二
百
十
八
は
文
庫
本
食
貨
市
舶
と
同
巻
数
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
洋
文
庫
本
食
貨
市
舶
は
、｢
食
貨
三
十
八
、
巻
二
百
十
八
、
市
舶｣
で
あ
る
。
あ
る
い
は
中
国
国
家
図
書
館
に
あ
る
の
は
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
あ
る
が
巻
数
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
中
身
、
市
舶
は
東
洋
文
庫
本
食
貨
市
舶
と
同
じ
だ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。
ま
た
、
写
真
を
み
る
と
わ
か
る
が
、
市
舶
の
と
こ
ろ
は
、
紙
を
貼
っ
て
こ
こ
に
市
舶
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
強
調
し
て
い
る
。
四
二
食
貨
三
十
八
(
七
六
を
消
す)
互
市
在
底
本
中
間
和
市
互
市
市
舶
已
見
職
官
提
挙
市
舶
司
不
録
存
目
巻
二
百
十
八
(
六
七
を
消
す)
写真９
タ
イ
ト
ル
だ
け
で
あ
る
が
、
東
洋
文
庫
食
貨
市
舶
と
食
貨
の
数
字
、
宋
会
要
の
巻
数
と
も
に
、
全
く
同
じ
で
あ
る
。
○
○
は
承
幹
と
は
い
る
こ
と
に
な
る
。
次
の
行
に
市
舶
が
入
れ
ば
、
文
庫
本
食
貨
市
舶
と
お
な
じ
で
あ
る
。
(
４)
こ
れ
は
裏
文
書
で
あ
る
。
表
が
互
市
の
項
目
の
最
後
ま
で
の
べ
る
。
嘉
定
十
年
三
月
一
日
…
…
と
あ
る
。
そ
の
裏
に
走
り
書
き
で
次
の
様
に
書
い
て
い
る
。
四
三
(
３)
食
貨
三
十
八
宋
会
要
巻
二
百
十
八
(
写
真
９
参
照)
大
興
徐
松
輯
大
典
本
呉
興
劉
○
○
編
定
写真10
と
あ
り
、
市
舶
…
…
は
紙
に
書
い
て
貼
り
付
け
て
い
る
。
紙
は
一
・
三
セ
ン
チ
×
六
・
五
セ
ン
チ
。
つ
ま
り
互
市
の
後
に
、
市
舶
が
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
、
職
官
提
挙
市
舶
司
に
す
で
に
存
在
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
記
録
せ
ず
と
、
メ
モ
書
き
に
し
て
遺
し
て
お
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
さ
な
一
つ
の
断
片
で
あ
る
が
、
抜
き
取
っ
た
こ
と
へ
の
、
思
い
が
感
じ
取
ら
れ
る
。
(
５)
補
編
市
舶
(
写
真
11
参
照)
縦
三
〇
・
五
セ
ン
チ
×
横
一
九
セ
ン
チ
。
中
の
朱
の
罫
紙
、
縦
一
六
・
五
×
横
一
一
・
三
セ
ン
チ
半
葉
一
一
行
一
行
二
一
字
。
｢
補
編｣
と
同
じ
で
あ
る
が
、
欄
外
に
、
書
き
込
み
が
あ
る
。
補
編
に
は
書
き
込
み
は
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
書
き
込
み
を
見
て
み
る
。
四
四
市
舶
己
見
(
朱
字)
(
写
真
10
参
照)
市
舶
己
見
職
官
提
挙
市
舶
司
不
録
写真11
｢市
舶
開
寶
四
年
よ
り
起
こ
し
、
乾
道
九
年
に
訖
る｣
と
あ
る
。
か
な
り
大
き
く
細
長
い
付
箋
が
あ
っ
た
跡
が
あ
る
。
次
に
上
方
に
｢
食
貨
門
市
舶
司
己
注
已
見
職
官
門
提
挙
市
舶
司
存
目
、
不
録｣
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
補
編
に
記
さ
れ
て
い
る
市
舶
の
記
事
は
、
欄
外
の
書
き
込
み
に
よ
っ
て
食
貨
門
市
舶
司
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
食
貨
門
の
市
舶
司
は
前
述
し
た
如
く
職
官
門
の
提
挙
市
舶
司
に
現
存
す
る
の
で
こ
こ
に
は
、
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
補
編
の
市
舶
が
職
官
を
参
考
と
し
な
が
ら
所
属
が
明
確
に
し
て
な
か
っ
た
が
、
こ
の
欄
外
の
記
述
に
よ
り
、
市
舶
の
部
分
は
食
貨
門
所
属
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以
上
５
点
、
市
舶
に
関
す
る
資
料
を
抜
き
出
し
た
。
一
点
は
補
編
に
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
欄
外
に
記
さ
れ
て
い
る
覚
書
は
、
補
編
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
五
点
と
も
断
片
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
補
編
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
点
は
、
食
貨
門
の
市
舶
の
記
述
は
、
職
官
門
の
提
挙
市
舶
司
に
す
で
に
見
存
し
て
い
る
の
で
、
食
貨
で
は
外
す
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
見
て
き
四
五
市
舶
起
開
寶
四
年
訖
乾
道
九
年
食
貨
門
市
舶
司
己
注
已
見
職
官
門
提
擧
市
舶
司
存
目
、
不
録
た
よ
う
に
な
ん
ど
も
覚
書
と
し
て
、
あ
る
と
き
は
紙
を
破
い
て
市
舶
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
貼
り
付
け
た
り
し
て
い
る
。
何
か
執
念
の
ご
と
く
に
な
ん
ど
も
覚
書
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
東
洋
文
庫
手
抄
本
食
貨
市
舶
と
同
じ
く
巻
数
、
表
題
な
ど
が
同
じ
も
の
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
断
片
で
あ
っ
た
(
写
真
９
参
照)
。
最
後
に
、
こ
の
一
四
〇
三
｢
宋
会
要
葉
渭
清
本｣
を
編
集
し
た
葉
渭
清
氏
自
身
の
一
文
を
載
せ
て
終
わ
り
と
し
た
い
。
自
分
が
受
け
継
い
だ
時
に
は
宋
会
要
は
割
裂
、
改
竄
さ
れ
て
、
元
の
状
態
に
は
復
元
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
中
で
編
集
の
仕
事
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
清
の
大
興
の
徐
氏
松
、
既
に
宋
会
要
を
輯
す
、
而
れ
ど
も
未
だ
編
せ
ざ
る
な
り
。
是
に
於
て
江
陰
の
繆
氏  
・
武
進
の
屠
氏
寄
よ
り
以
て
呉
興
の
劉
氏
承
幹
に
至
る
ま
で
、
乃
ち
始
め
て
因
り
て
之
を
編
す
。
繆
、
諸
類
に
於
て
成
す
所
無
し
。
屠
氏
は
独た
だ
職
官
を
成
せ
ど
も
、
粤
局
未
だ
之
を
刻
せ
ず
。
惟
だ
劉
氏
、
最
も
晩
く
出
で
て
成
書
有
る
を
為
す
の
み
。
吾
、
茲
に
注
す
る
所
は
即
ち
劉
編
の
目
録
な
り
。
其
の
書
、
功
は
過
ち
を
補
わ
ず
、
尚
お
幸
い
に
未
だ
刊
布
せ
ざ
る
の
み
。
而
れ
ど
も
徐
氏
の
原
本
は
乃
ち
割
裂
す
る
所
と
為
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
且
つ
刪
併
に
因
り
て
焉
を
削
棄
す
。
夫か
の
会
要
の
全
き
は
、
吾
固もと
よ
り
得
て
覩
る
可
か
ら
ず
。
今
其
れ
并
び
に
徐
(
の)
輯
(
せ
る)
の
旧
を
ば
復
た
得
て
読
む
可
か
ら
ざ
る
を
奈
何
せ
ん
や
。
凡
そ
劉
の
去
る
所
も
又
真
を
失
う
を
累
わ
ず
ら
う
。
則
ち
何
若
ぞ
之
の
編
の
愈
を
為
さ
ざ
ら
ん
や
。
吾
知
る
、
吾
が
注
の
出
ず
る
や
、
人
或
い
は
将
に
咎
を
劉
氏
に
帰
せ
ん
と
す
る
を
。
実
は
則
ち
改
竄
増
削
は
繆
・
屠
已
に
先
ず
之
を
為
す
。
其
の
遷
流
は
極
ま
る
所
な
る
も
、
亦
た
割
裂
削
棄
に
至
ら
ず
。
止た
だ
に
詩
に
云
わ
ざ
る
の
み
な
ら
ざ
ら
ん
や
、
誰
か 
階
を
生
四
六
じ
て
今
に
至
る
ま
で
梗
を
為
す
や
、
と
。
繆
・
屠
、
之
を
階
せ
り
。
劉
氏
を
何
ぞ
尤とが
め
ん
や
。
吾
、
此
の
注
を
為つく
る
に
、
縄
愆
糾
繆
し
て
此
の
階
を
徹
去
し
て
、
以
て
多
く
逸
書
を
存
せ
ん
と
期
欲
す
。
故
に
覚
え
ず
、
其
の
言
の
切
至
れ
る
な
り
。
苟
も
我
が
庸
を
罪
す
る
を
ば
敢
て
辞
す
る
こ
と
有
ら
ん
や
。
中
華
民
国
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日
葉
渭
清
(
写
真
12
参
照)
結
び
に
か
え
て
文
庫
本
食
貨
市
舶
に
つ
い
て
多
方
面
か
ら
検
討
し
て
き
た
。
解
明
で
き
た
こ
と
、
ま
た
疑
問
の
ま
ま
途
中
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
多
々
あ
る
が
、
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
様
で
あ
る
。
(
１)
藤
田
豊
八
博
士
の
自
筆
本
が
あ
っ
た
こ
と
、
と
今
後
の
課
題
こ
れ
ま
で
文
庫
本
食
貨
市
舶
は
、
藤
田
氏
が
書
写
し
た
も
の
を
文
庫
に
生
前
寄
託
し
た
も
の
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
藤
田
氏
が
書
写
し
た
も
の
、
つ
ま
り
自
筆
本
が
あ
り
曽
我
部
静
雄
博
士
に
よ
っ
て
｢
先
学
を
語
る｣
(
一
九
八
二
年)
に
一
部
(
首
、
尾
の
み)
紹
介
さ
れ
た
。
文
庫
抄
本
は
、
藤
田
氏
の
自
四
七
写真12 1403 ｢宋会要､ 葉渭清本｣
筆
原
稿
を
東
洋
文
庫
が
書
写
さ
せ
た
可
能
性
が
強
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
文
庫
本
食
貨
市
舶
に
は
藤
田
氏
の
所
蔵
印
は
な
く
、
東
洋
文
庫
の
印
だ
け
し
か
な
い
こ
と
も
う
な
ず
け
る
。
自
筆
本
と
文
庫
抄
本
を
比
較
す
る
と
、
各
々
別
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
藤
田
氏
は
こ
の
抄
本
を
基
に
し
て
市
舶
の
論
文
を
発
表
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
資
料
は
、
文
庫
抄
本
と
殆
ど
お
な
じ
で
あ
る
が
、
一
部
疑
問
と
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
文
庫
抄
本
と
論
文
引
用
資
料
と
が
一
致
し
な
い
と
こ
ろ
が
数
か
所
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
文
庫
抄
本
の
書
き
間
違
い
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
関
係
で
省
い
た
が
、
検
討
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
宋
会
要
職
官
四
四
提
挙
市
舶
司
に
食
貨
三
八
市
舶
は
移
動
し
た
が
、
職
官
四
四
の
市
舶
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
特
に
、
食
貨
の
記
述
が
な
く
な
っ
た
乾
道
九
年
以
降
、
職
官
四
四
に
は
、
市
舶
関
係
の
記
述
で
は
な
く
、
異
な
る
資
料
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
検
討
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
稿
を
改
め
て
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
最
後
に
｢
東
洋
文
庫
抄
本｣
の
全
文
と
｢
補
編｣
｢
藤
田
論
文｣
｢
宋
会
要
職
官
四
四｣
市
舶
引
用
の
資
料
対
照
表
稿
を
作
成
し
、
語
句
の
異
同
を
お
こ
な
っ
た
が
、
紙
数
の
関
係
で
四
種
の
異
同
に
つ
い
て
は
、
言
及
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
稿
を
あ
ら
た
め
て
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
不
完
全
で
あ
る
が
、
ひ
と
つ
の
研
究
デ
ー
タ
ー
と
し
て
、
資
料
対
照
表
稿
と
し
て
出
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
ら
を
基
に
し
て
、
文
庫
本
食
貨
市
舶
の
訳
注
を
つ
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
の
際
に
訂
正
を
加
え
た
い
。
(
２)
辛
亥
革
命
の
こ
ろ
所
有
者
が
王
秉
恩
か
ら
劉
承
幹
へ
藤
田
氏
が
こ
の
抄
本
を
入
手
し
た
の
は
、
大
正
五
(
一
九
一
六
、
民
国
五)
年
の
こ
と
で
あ
る
。
羅
振
玉
氏
を
通
じ
て
藤
田
氏
が
中
国
ま
で
出
向
い
て
書
写
し
た
と
い
う
。
こ
の
時
期
中
国
で
は
、
辛
亥
革
命
(
一
九
一
一
、
明
治
四
四)
が
起
こ
り
、
藤
田
氏
は
翌
四
八
年
羅
振
玉
、
王
国
維
氏
を
助
け
て
、
大
正
八
年
ま
で
京
都
に
住
ま
わ
せ
た
。
藤
田
氏
は
、
二
年
よ
り
六
年
ま
で
池
袋
に
住
み
、
市
舶
の
論
文
は
じ
め
多
く
の
論
文
を
発
表
し
た
。
つ
ま
り
藤
田
、
羅
氏
と
も
日
本
に
お
り
、
そ
の
中
で
藤
田
氏
は
上
海
に
行
っ
て
書
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
二
人
と
も
以
前
の
様
な
便
宜
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
、
更
に
、
劉
承
幹
氏
が
広
雅
稿
本
を
購
入
し
た
の
が
大
正
四
(
民
国
四)
年
ご
ろ
で
あ
り
、
そ
の
前
の
所
有
者
は
王
秉
恩
氏
で
借
金
に
追
わ
れ
て
手
放
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
混
乱
の
な
か
、
藤
田
氏
が
書
写
し
た
の
が
大
正
五
年
の
一
二
月
で
、
劉
承
幹
氏
か
ら
借
抄
し
て
い
る
。
そ
れ
が
宋
会
要
食
貨
三
十
八
市
舶
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
な
ぜ
、
職
官
四
四
の
市
舶
で
な
く
て
、
食
貨
三
八
の
市
舶
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
も
の
こ
る
。
す
で
に
粤
海
関
志
に
食
貨
よ
り
年
代
的
に
も
詳
し
い
職
官
四
四
市
舶
を
引
用
し
た
資
料
が
出
て
い
る
こ
と
、
ま
た
桑
原
隲
蔵
氏
が
す
で
に
蒲
寿
庚
の
事
跡
に
粤
海
関
志
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
藤
田
氏
は
あ
る
い
は
、
職
官
四
四
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
食
貨
三
八
の
市
舶
を
劉
氏
よ
り
差
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
(
３)
文
庫
抄
本
食
貨
市
舶
東
洋
文
庫
で
写
さ
せ
た
昭
和
五
(
一
九
三
〇)
年
末
に
完
了
し
た
宋
会
要
食
貨
に
は
、
文
庫
抄
本
食
貨
市
舶
は
除
か
れ
て
い
る
。
研
究
者
の
間
で
、
宋
会
要
の
食
貨
門
に
藤
田
抄
本
食
貨
市
舶
が
除
外
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
人
は
少
な
い
。
そ
れ
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
湯
中
前
掲
書
の
目
録
(
一
九
三
二
、
昭
和
七
年)
、
一
九
三
六
(
昭
和
一
一)
年
通
行
本
宋
会
要
に
も
、
除
外
さ
れ
て
い
る
。
す
る
と
藤
田
氏
が
借
用
し
た
食
貨
市
舶
は
も
う
す
で
に
除
か
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
除
外
さ
れ
た
も
の
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
大
正
五
(
一
九
一
六)
年
の
書
写
と
い
う
宋
会
要
は
前
年
に
劉
承
幹
に
入
っ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
編
集
が
で
き
な
い
と
考
え
て
、
こ
の
段
階
で
は
、
食
貨
市
舶
は
除
外
さ
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
タ
イ
ト
ル
が
き
四
九
ち
ん
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
で
は
い
つ
の
段
階
で
除
外
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
確
に
出
来
な
い
が
、
一
九
一
六
年
以
降
一
九
三
〇
年
の
間
で
あ
ろ
う
。
(
４)
中
国
国
家
図
書
館
で
の
調
査
中
国
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部
の
一
四
〇
三
(
請
求
番
号)
は
｢
宋
会
要
葉
渭
清
本｣
で
宋
会
要
輯
稿
補
編
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
に
切
り
取
ら
れ
た
断
片
、
表
紙
、
メ
モ
な
ど
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
多
く
あ
る
。
そ
の
な
か
で
市
舶
に
関
係
す
る
も
の
を
調
査
し
た
。
五
点
あ
り
、
一
つ
は
補
編
に
あ
る
市
舶
で
あ
る
が
、
欄
外
の
覚
書
が
ま
だ
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
記
事
が
あ
る
。
あ
と
の
四
点
は
、
市
舶
は
ど
こ
に
入
っ
て
い
た
か
と
い
う
メ
モ
書
き
、
走
り
書
き
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
互
市
の
あ
と
に
市
舶
が
続
く
は
ず
で
あ
る
が
、
市
舶
は
、
職
官
に
入
っ
て
し
ま
い
、
除
外
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
互
市
は
、
和
市
と
市
舶
の
中
間
に
あ
る
こ
と
を
メ
モ
が
き
に
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
断
片
は
印
刷
さ
れ
て
い
な
い
し
、
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
を
確
実
に
文
献
に
よ
っ
て
追
求
で
き
た
こ
と
は
、
結
果
は
と
も
あ
れ
ひ
と
つ
の
成
果
で
あ
る
。
文
献
を
実
際
に
み
る
と
わ
か
る
こ
と
が
多
い
。
市
舶
を
は
ず
し
た
こ
と
を
何
度
も
記
し
て
い
る
。
い
つ
、
誰
に
よ
っ
て
、
は
ず
さ
れ
た
か
は
、
明
確
に
で
き
な
い
が
、
重
複
資
料
と
い
う
こ
と
で
市
舶
は
、
食
貨
か
ら
は
ず
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
文
庫
本
食
貨
市
舶
は
外
す
前
の
も
の
で
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
職
官
に
は
い
っ
て
い
る
も
の
と
食
貨
と
は
、
同
内
容
と
は
い
え
同
じ
で
は
な
い
。
職
官
の
市
舶
は
永
楽
大
典
の
司
字
か
ら
、
食
貨
の
市
舶
は
永
楽
大
典
の
貨
字
か
ら
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
洋
文
庫
で
は
宋
史
食
貨
志
訳
注
を
(
一)
―
(
六)
ま
で
四
六
年
(
一
九
六
〇
―
二
〇
〇
六)
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。
宋
史
の
食
貨
志
は
、
市
舶
の
部
分
を
を
除
外
せ
ず
に
本
文
に
入
れ
て
い
る
。
宋
史
食
貨
志
の
最
後
が
互
市
舶
で
あ
る
。
斯
波
義
信
氏
に
よ
る
五
〇
綿
密
な
訳
注
が
な
さ
れ
て
い
る
。
食
貨
と
い
う
社
会
経
済
的
な
要
素
を
含
む
観
点
か
ら
考
察
し
て
、
や
は
り
、
市
舶
は
食
貨
の
部
類
に
収
ま
っ
た
ほ
う
が
よ
り
自
然
で
あ
る
。
永
楽
大
典
の
司
か
ら
抽
出
し
た
の
が
職
官
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
職
官
に
は
、
官
僚
機
構
と
い
う
観
点
か
ら
の
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
各
々
を
両
方
に
入
れ
る
の
が
、
良
い
方
法
だ
と
思
う
。
食
貨
に
あ
る
も
の
を
同
類
と
し
て
別
な
門
に
移
動
さ
せ
な
い
ほ
う
が
よ
り
資
料
的
価
値
が
高
ま
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
宋
会
要
と
い
う
膨
大
な
資
料
を
か
か
え
な
が
ら
、
か
つ
永
楽
大
典
と
い
う
性
質
上
、
重
複
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
具
体
例
を
出
し
な
が
ら
説
明
し
、
そ
の
重
複
資
料
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
に
そ
れ
を
利
用
し
、
研
究
に
と
り
こ
む
か
が
今
後
の
問
題
で
あ
る
と
、
宋
会
要
研
究
の
大
家
で
あ
る
梅
原
郁
氏
の
鋭
い
提
言
が
な
さ
れ
て
い
る
(
論
文
目
録
18
。｢
私
と
『
宋
会
要
輯
稿』
―
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
化
に
よ
せ
て｣)
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
付
記こ
の
小
論
を
書
く
に
あ
た
り
、
東
洋
文
庫
文
庫
長
斯
波
義
信
先
生
よ
り
関
係
資
料
、
論
文
な
ど
細
部
に
わ
た
り
ご
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
中
国
国
家
図
書
館
善
本
特
蔵
部
副
研
究
館
員
史
睿
先
生
に
は
、
特
蔵
部
が
引
越
の
最
中
に
も
拘
ら
ず
、
特
別
の
閲
覧
許
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
宋
会
要
の
資
料
に
つ
き
ま
し
て
い
ろ
い
ろ
と
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
東
海
大
学
片
山
章
教
授
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
五
一
注注
１
湯
中
『
宋
会
要
研
究』
一
九
三
二
年
、
宋
会
要
目
録
に
｢
巻
三
百
四
十
食
貨
六
十
互
市
市
舶
已
見
職
官
提
挙
市
舶
司
存
目
不
録｣
と
あ
る
。
一
九
三
二
(
昭
和
七)
年
に
は
、
す
で
に
市
舶
は
職
官
提
挙
市
舶
に
入
っ
て
い
る
の
で
、
食
貨
か
ら
は
ず
し
て
い
る
。
巻
三
百
四
十
食
貨
六
十
に
つ
い
て
は
未
詳
。
注
２
｢
論
文
目
録｣ 
24
―
27
注
３
曽
我
部
静
雄
博
士
が
教
鞭
を
と
ら
れ
た
東
北
大
学
な
ら
び
に
国
士
舘
大
学
の
研
究
室
、
図
書
館
で
、
関
係
資
料
が
な
い
か
ど
う
か
調
査
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
調
査
に
あ
た
っ
て
下
さ
っ
た
東
洋
大
学
高
橋
継
男
教
授
、
国
士
舘
大
学
石
橋
崇
雄
教
授
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
自
筆
本
は
散
逸
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
三
〇
年
ぐ
ら
い
し
か
た
っ
て
い
な
い
の
で
、
ど
こ
か
ら
か
見
つ
か
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
注
４
『
宋
会
要』
の
市
舶
に
関
す
る
記
述
は
六
種
あ
る
。(
一)
の
職
官
四
四
(
二)
補
編
(
三)
東
洋
文
庫
手
抄
本
食
貨
市
舶
(
六)
藤
田
豊
八
｢
宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
条
例｣
の
市
舶
関
係
の
資
料
を
対
比
さ
せ
た
の
が
、｢
東
洋
文
庫
抄
本｣
市
舶
、｢
補
編｣
市
舶
、｢
藤
田
論
文｣
｢
宋
会
要
職
官
四
四
市
舶｣
の
資
料
対
照
表
で
あ
る
。
文
庫
抄
本
を
基
礎
に
し
て
三
種
の
資
料
を
対
比
さ
せ
た
。
不
完
全
な
部
分
、
説
明
不
足
の
多
い
が
一
応
表
に
し
て
ま
と
め
た
。
注
５
徐
松
に
つ
い
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
｢
清
史
列
伝
七
三｣
、
繆 
孫
｢
徐
星
伯
先
生
事
輯｣
『
芸
風
堂
文
集』
巻
一
、｢
畿
輔
通
志
二
二
六｣
、｢
大
清
畿
輔
先
哲
二
五｣
な
ど
を
参
照
。
注
６
兪
正
燮
『
癸
巳
類
稿』
一
二
｢
徐
松
曰
宋
会
要
世
無
伝
者
、
余
於
永
楽
大
典
中
、
輯
出
、
無
慮
五
六
百
巻｣
と
あ
る
。
五
二
宋
會
要
輯
稿
論
文
目
録
１
藤
田
豊
八
｢
宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
条
例｣
(『
東
洋
学
報』
七
―
二
大
正
六
年
五
月
、『
東
西
交
渉
史
の
研
究
―
南
海
―』
一
九
三
二
年
所
収)
２
湯
中
『
宋
會
要
研
究』
(
一
九
三
二
年
商
務
印
書
館)
３
石
田
幹
之
助
｢
三
松 
読
書
記｣
(『
史
学
雑
誌』
四
三
―
九
一
九
三
二
年)
４
仁
井
田
陞
｢
永
楽
大
典
本
宋
會
要
稿
本
二
種｣
(『
東
洋
学
報』
二
二
―
三
一
九
三
五
年)
５
桑
原 
蔵
｢
注
(
一
四)
宋
會
要｣
(『
蒲
寿
庚
の
事
跡』
一
九
三
五
年
岩
波
書
店)
６
江
田
忠
｢
徐
輯
宋
會
要
稿
本
目
録
(
一)
―
(
六)｣
(
京
城
帝
大
『
史
学
会
誌』
九
―
一
四
一
九
三
六
年
―
一
九
三
九
年)
７
浅
海
正
三
｢
宋
會
要
の
編
纂
に
関
す
る
宋
會
要
の
記
載
に
つ
い
て｣
(『
斉
藤
先
生
古
希
記
念
論
集』
一
九
三
七
年)
８
小
沼
正
｢
宋
會
要
稿
食
貨
目
録｣
(『
史
学
雑
誌』
四
八
―
七
一
九
三
七
年)
９
山
内
正
博
｢
冊
府
元
亀
と
宋
會
要｣
(『
史
学
研
究』
一
〇
三
一
九
六
八
年)
10
青
山
定
雄
｢
序｣
(『
宋
會
要
研
究
備
要
目
録』
一
九
七
〇
年
東
洋
文
庫
宋
代
史
研
究
会)
11
王
雲
海
『
宋
会
要
輯
稿
研
究』
(
一
九
八
四
年
河
南
師
範
大
学
報
増
刊)
12
王
雲
海
｢『
宋
會
要
輯
稿』
校
補
(
続)
―
附
関
于
藤
田
本
『
宋
會
要』 
食
貨
・
市
舶 
底
本
的
探
討｣
(『
王
雲
海
文
集』
二
三
〇
―
二
四
一
頁
二
〇
〇
六
年
河
南
大
学
出
版
社
所
収)
13
伊
原
弘
｢
解
説
―
『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
索
引
年
月
日
・
詔
勅
篇』
編
集
の
意
義
と
問
題
点｣
(『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
索
引
年
月
日
・
詔
勅
篇』
一
九
八
五
年
東
洋
文
庫
宋
代
史
研
究
委
員
会)
14
陳
智
超
｢
整
理
説
明｣
(『
宋
會
要
輯
稿
補
編』
一
九
八
七
年
全
国
図
書
館
文
献
縮
微
複
製
中
心)
五
三
15
陳
智
超
｢《
宋
会
要
》
食
貨
類
的
復
元｣
(《
文
献
》
一
九
八
七
年
二
、
三
期
一
九
八
八
年
三
、
四
期)
16
周
藤
吉
之
｢
王
雲
海
著
『
宋
会
要
輯
稿
考
校』｣
(『
宋
・
高
麗
制
度
史
研
究』
一
九
九
二
年
汲
古
書
院)
17
陳
智
超
『
解
開
《
宋
會
要
》
之
謎』
(
一
九
九
五)
年
社
会
科
学
文
献
出
版
社)
18
梅
原
郁
｢
私
と
『
宋
会
要
輯
稿』
―
デ
ー
タ
・
ベ
ー
ス
化
に
よ
せ
て｣
(『
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
・
東
洋
学
文
献
セ
ン
タ
ー
報』
セ
ン
タ
ー
通
信
№
35
一
九
九
五
年)
19
中
嶋
敏
｢
藤
田
豊
八
博
士
と
宋
会
要｣
(『
東
洋
史
学
論
集』
続
編
二
〇
〇
二
年
汲
古
書
院)
20
陳
智
超
｢
宋
代
史
料
の
収
集
、
解
読
、
利
用
―
『
宋
会
要
輯
稿』
と
『
清
明
集』
を
中
心
と
し
て
―｣
(｢
文
献
資
料
学
の
新
た
な
可
能
性｣
(
『
大
阪
市
立
大
学
東
洋
史
論
叢』
別
冊
特
集
号
二
〇
〇
六
年)
21
陳
智
超
｢
解
開
《
宋
会
要
》
之
謎
(
摘
要)｣
22
陳
智
超
『
陳
智
超
自
選
集』
(
宋
会
要
に
関
す
る
論
文
五
点
い
ず
れ
も
、
前
掲
著
書
、
論
文
に
収
録)
二
〇
〇
三
年
安 
大
学
出
版
社
23
斯
波
義
信
｢
宋
会
要
の
職
官
門
の
市
舶
の
説
明｣
(『
宋
史
食
貨
志
訳
注
(
六)』
三
三
九
頁
―
四
〇
一
頁
二
〇
〇
六
年
東
洋
文
庫)
24
斯
波
義
信
｢
市
舶
に
つ
い
て
の
説
明｣
(『
東
洋
文
庫
八
十
年
史
Ⅰ』
二
三
頁)
25
『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
索
引
人
名
・
書
名
篇』
一
九
八
二
年
東
洋
文
庫
宋
代
史
研
究
委
員
会
26
『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
索
引
年
月
日
・
詔
勅
篇』
一
九
八
五
年
東
洋
文
庫
宋
代
史
研
究
委
員
会
27
『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
索
引
職
官
篇』
一
九
九
五
年
東
洋
文
庫
宋
代
史
研
究
委
員
会
28
『
宋
會
要
輯
稿
食
貨
篇
社
会
経
済
用
語
集
成』
二
〇
〇
七
年
東
洋
文
庫
前
近
代
中
国
研
究
班
(
楡
林
学
院
大
学
客
員
教
授
・
浙
江
省
杭
州
市
社
会
科
学
院
研
究
員
・
東
洋
文
庫
友
の
会
会
員)
五
四
食
貨
三
十
八
宋
會
要
巻
二
百
十
八
大
興
徐
松
輯
大
典
本
呉
興
劉
承
幹
編
定
市
舶
一
、
本
資
料
は
、
東
洋
文
庫
蔵
手
抄
本
『
宋
会
要』
食
貨
三
八
市
舶
(
Ⅱ
―
15
―
Ａ
―
16)
を
活
字
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
、
字
は
、
で
き
る
だ
け
原
文
に
よ
っ
た
が
、
な
い
場
合
に
は
、
当
用
漢
字
に
よ
っ
た
。
三
、
一
行
二
〇
字
、
一
葉
十
行
も
原
文
に
よ
っ
た
。
四
、
文
頭
の
数
字
(
１)
〜
(
110)
は
、
年
代
順
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
便
宜
上
つ
け
た
。
五
、
文
の
下
の
数
字
(
１)
〜
(
37)
も
便
宜
上
つ
け
た
。
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至
道
１
年
３
月
995 
摩
､
頭
注
｢摩
殆
靡
｣
と
あ
る
靡
靡
389
靡
 
苡
 
 
宜 
 
10
4a
１
年
４
月
995
な
し
11
4a
１
年
６
月
995 
｢法
｣
の
下
１
字
空
白
｢法
｣
の
下
○
印
｢法
｣
の
下
○
印
389～
90,
347
空
白
無
し
 
｢先
｣
～
｢官
｣
印
あ
り
､
消
去
 
頭
注
｢
如
殆
若
之
譌
｣
(※
２
)
｢如
｣
を
｢若
｣
と
す
る
如
 
極
拯
(正
し
い
)
拯
(正
し
い
)
12
4b
１
年
９
月
995 
則
な
し
後
か
ら
書
き
加
え
て
い
る
13
4b
咸
平
２
年
９
月
999  
處
314
14
5a
大
中
祥
符
２
年
８
月
９
日
1009 
明
州
｢明
州
｣
な
し
359
 
｢百
｣
の
下
１
字
空
白
｢百
｣
の
下
○
印
､
｢以
｣
～
｢数
｣
に
印
あ
り
､
消
去
｢百
｣
の
下
一
字
空
白
一
三
二
15
5a
９
年
９
月
18日
1016 
副
348
副
使
16
5a
天
禧
１
年
６
月
1015  
禧
(正
し
い
)
禧
383
禧
 
雜
｢雜
｣
字
無
し
17
5b
３
年
３
月
10日
1019 
音
同
御
名
(双
行
)
小
字
で
１
行
曙
369
時
其
昌
 
頭
注
｢輸
或
轉
之
譌
｣
輸
､
輪
？
輪
18
5b
４
年
６
月
1020 
保
係
(正
し
い
)
係
348
係
 
使
｢使
｣
の
下
○
印
な
し
｢使
｣
の
下
○
印
 
市
舶
市
舶
の
下
に
[使
臣
]
と
す
る
19
5b
天
聖
３
年
８
月
1025 
吏
員
吏
326,
377
員
 
令
使
 
將
將
20
6a
４
年
10月
1026  
處
383
  
敢
(正
し
い
)
敢
？
敢
(正
し
い
)
 
頭
注
｢ 
殆
敢
之
譌
｣
な
し
な
し
21
6b
５
年
９
月
1027 
奉
聞
奏
聞
奉
聞
(補
｢奏
聞
｣・
北
｢聞
奏
｣)
な
し
聞
奏
22
6b
６
年
７
月
16日
1028
381
23
6b
８
年
６
月
1030 
｢近
年
蕃
舶 
至
｣
北
本
欠
落
349
｢監
市
舶
司
使
臣
｣
文
庫
本
欠
落
 
終
｢終
｣
な
し
｢終
｣
な
し
 
賓
實
(正
し
い
)
實
(正
し
い
)
實
(正
し
い
)
24
6b
景
祐
５
年
９
月
７
日
1038 
銜
(二
ヶ
所
)
344 
(二
ヶ
所
)
 
並
(三
ヶ
所
)
 
(三
ヶ
所
す
べ
て
)
 
外
兩
 
市
舶
司
事
｢司
｣
な
し
 
○
印
な
し
○
印
な
し
｢申
状
｣
の
下
○
印
あ
り
25
7a
熙
寧
４
年
５
月
12日
1071 
銜
369
衝
一
三
三
 
｢至
｣
～
｢之
｣
双
行
｢至
｣
～
｢之
｣
小
字
で
１
行
双
行
の
指
示
な
し
本
文
と
同
じ
文
字
｡
元
符
三
年
の
記
事
は
錯
簡
 
並
 
26
7b
７
年
１
月
１
日
1074 
頭
注
｢諸
殆 
之
譌
｣
な
し
326,
378,
 
並
 
379
    
據
   念
驗  念
驗
 
得
到
27
8a
７
月
18日 
｢ 
｣
の
下
１
字
空
白
｢ 
｣
の
下
○
印
あ
り
､
｢以
｣
～
｢故
｣
印
あ
り
､
消
去
｢ 
｣
の
下
○
印
299
28
8a
19日
299
29
8a
９
年
１
月
２
日
1076 
正
月
正
月
正
月
315
五
月
(長
編
は
五
月
)
  
處
處
315
處
30
8b
元
豊
３
年
８
月
27日
1080 
転
運
使
孫 
転
運
(副
)
使
300
31
8b
５
年
10月
17日
1082 
佛
佛
381
な
し
 
段 
疋
 
差
｢差
｣
字
無
し
32
9a
12月
21日
379～
80
33
9a
６
年
11月
17日
1083 
於
339～
40
之
 
析
息
 
｢以
聞
｣
の
下
１
字
空
白
｢其
｣
～
｢行
｣
○
印
あ
り
､
消
去
引
用
無
し
  
觧
解
34
10a
元
祐
２
年
10月
６
日
1087
339
35
10b
３
年
３
月
18日
1088
339
36
10b
５
年
11月
29日
1090 
商
商
蕃
と
商
の
間
に
｢國
？
｣
と
あ
る
373
 
人
入
(正
し
い
)
人
入
(正
し
い
)
一
三
四
 
舶
舶
船
  
擅
擅
擅
(行
､
或
)
と
あ
る
37
11a
元
符
２
年
５
月
12日
1099 
着
着
著
392
 
極
拯
拯
拯
 
許
詐
許
 
冐
冐
冐
の
横
に
｢許
？
｣
と
あ
る
38
11a
崇
寧
１
年
７
月
11日
1102  
寧 
315,
352
寧
39
11a
３
年
５
月
28日
1104 
説
明
で
元
符
と
し
て
い
る
が
､
崇
寧
の
誤
り
380
 
詣
詣
の
横
に
｢審
？
｣
と
あ
る
 
｢省
｣
の
下
１
字
空
白
｢省
｣
の
下
に
○
印
あ
り
｡
｢先
｣
～
｢詔
｣
印
あ
り
､
消
去
｢省
｣
の
下
○
印
 
與
擧
40
11b
４
年
５
月
20日
1105 
並
 
365
 
寔
實
 
｢分
｣
の
下
１
字
空
白
｢分
｣
の
下
に
○
印
あ
り
｡
｢従
｣
…
｢也
｣
に
印
あ
り
｡
消
去
｢分
｣
の
下
○
印
41
11b
５
年
３
月
４
日
1106 
元
符
は
崇
寧
の
誤
り
375～
6
  
觧
解
 
頭
注
｢徃
殆
住
之
譌
｣
と
あ
り
､
徃
は
住
と
す
る
徃
往
の
横
に
｢住
？
｣
と
あ
る
徃
42
12a
大
観
１
年
３
月
17日
1107
301
43
12a
３
年
７
月
20日
1109 
二
日
二
日
二
日
315
二
〇
一
三
五
44
12a
政
和
２
年
５
月
24日
1112 
｢舶
｣
の
下
１
字
空
白
｢従
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
｢舶
｣
の
下
○
印
316
45
12a
３
年
７
月
12日
1113 
官
員
官
員
官
吏
390
官
員
 
並
並 
并
 
並
並 
並
 
並
併 
并
46
12b
４
年
５
月
18日
1114 
並
並 
392
47
12b
５
年
７
月
８
日
1115 
七
月
な
し
｢宋
会
要
｣
番
夷
四
―
七
三
に
は
七
月
が
八
月
と
あ
る
｡
 
并
立
こ
の
二
字
な
し
 
已
已
が
以
と
あ
り
 
招
詔
 
使
な
し
  
斛
斛
斛
が
正
し
い
48
13b
８
月
13日 
｢官
｣
の
下
１
字
空
白
｢以
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
な
し
 
招
招
詔
49
13b
７
年
７
月
18日
1117 
投
官
入
官
投
官
入
官
投
入
官
323～
4
投
賣
入
官
50
14a
宣
和
１
年
８
月
４
日
1119 
頭
注
｢去
殆
乞
之
譌
｣
な
し
頭
注
を
引
用
せ
ず
(訂
正
な
し
)
317
51
14a
12月
14日
な
し
52
14b
３
年
11月
26日
1121
362
53
14b
４
年
５
月
９
日
1122 
尚
365～
6,
384  
 
吏
｢吏
｣
な
し
54
14b
７
年
３
月
18日
1125 
並
并 
362
并
55
14b
建
炎
１
年
６
月
13日
1127
な
し
56
15a
14日 
福
建
の
下
に
｢路
｣
な
し
福
建
の
下
に
｢路
｣
な
し
福
建
の
下
に
｢路
｣
な
し
316
福
建
の
下
に
｢路
｣
あ
り
57
15a
10月
23日 
十
月
二
十
三
日
十
月
二
十
日
ミ
ス
366,
369
一
三
六
 
分
分
の
下
に
｢為
｣
が
あ
る
 
粗
細
粗
？
 
細
    
 
 
千
千
十
(千
が
正
し
い
)
 
是
係
  
 
 
以
已
    
58
15b
２
年
５
月
24日
1128 
福
建
路
提
福
建
の
下
に
｢路
｣
な
し
316
 
｢市
舶
司
｣
の
下
１
字
空
白
｢尚
｣
～
｢之
｣
印
あ
り
､
消
去
｡
市
舶
司
に
縦
線
あ
り
｢市
舶
司
｣
の
下
○
印
59
16a
６
月
10日 
二
362～
3
一
60
16a
18日 
字
字
字
321
宇
61
16a
７
月
８
日 
已
381
以
 
福
建
福
建
の
下
に
｢路
｣
あ
り
62
16b
10月
17日 
蘇
蘓
(蘇
の
誤
り
)
蘇
375
 
並
並 
併
63
16b
４
年
２
月
26日
1130 
四
月
368
二
月
 
市
｢司
｣
と
す
る
｡
｢市
｣
の
誤
り
 
奏
の
下
に
准
を
欠
く
奏
の
下
に
准
を
欠
く
奏
｢奏
｣
の
下
に
｢准
｣
あ
り
64
17a
６
月
22日
な
し
65
17a
10月
14日 
鎮
318,
322
｢州
｣
と
す
る
｡
｢鎮
｣
正
し
い
｡
66
17b
紹
興
１
年
11月
26日
1131 
五
六
十
※
３
五
七
十
五
六
十
209
五
七
十
 
估
價
 
用
同
一
三
七
 
並
并
 
三
十
五
株
三
十
五
株
二
十
五
株
二
十
五
株
 
準
准
67
18a
２
年
１
月
26日
1132 
配
酌
な
し
酌
 
供
(供
が
正
し
い
)
京
京
 
解
觧
 
寔
實
68
18a
３
月
３
日
318
69
18b
４
月
26日 
劉
子 
(正
し
い
) 
(正
し
い
)
363 
(正
し
い
)
 
寔
實
70
18b
６
月
21日 
管
筵
？
382
 
悦
説
 
準
准
 
勅
敕
敕
  
據
？
備
 
邀
懐
71
19a
７
月
６
日 
準
準
准
328～
9
准
  
今
今
令
今
 
蕃
不
明
 
可
｢可
｣
な
し
72
19b
８
月
６
日 
一
分
一
分
一
部
329
 
｢尋
詔
…
罷
｣
双
行
※
４
小
字
､
｢尋
｣
に
｢雙
行
｣
の
朱
印
あ
り
､
抹
消
せ
ず
｡
末
尾
の
｢罷
｣
に
｢雙
行
止
｣
の
印
な
し
｡
し
た
が
っ
て
､
文
庫
本
で
は
双
行
と
な
っ
て
い
る
｡
引
用
無
し
双
行
73
20a
９
月
25日
329
一
三
八
74
20a
10月
４
日
329
75
20a
３
年
６
月
４
日
1133 
住
3
1
9
(
一
部
の
み
)
往
 
柄
､
頭
注
｢錢
？
｣
柄
柄
 
明
の
下
に
｢分
｣
な
し
明
の
上
に
｢分
｣
あ
り
明
の
上
に
｢分
｣
あ
り
 
不
會
､
頭
注
｢曽
？
｣
不
は
｢
取
｣
と
す
る
｡
｢會
｣
は
頭
注
に
｢曾
？
｣
と
あ
る
｡
 
寔
實
 
申
中
(正
し
い
)
中
(正
し
い
)
 
月
､
頭
注
｢月
殆
日
之
譌
｣
｢目
｣
と
す
る
｡
頭
注
に
｢月
殆
日
之
譌
｣
と
あ
る
｡
｢目
｣
で
あ
ろ
う
｡
 
於
如
 
段
半
 
到
致
 
畫
劃
 
州
｢州
｣
な
し
 
寔
實
 
寔
實
76
21b
７
月
１
日 
一
日
364,
366
｢一
日
｣
の
下
に
｢詔
｣
あ
り
 
有
力
之
物
有
用
｢有
力
之
物
｣
の
｢力
｣
に
用
？
と
あ
る
有
用
之
物
 
算
 
 
骨本
體
 
参
參
 
｢尚
書
省
｣
の
下
１
字
空
白
｢省
｣
の
下
に
○
印
あ
り
｡
｢以
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
一
三
九
77
22a
８
月
22日 
已
398
｢以
｣
と
書
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
｡
途
中
で
や
め
て
い
る
｡
 
或
咸
咸
咸
78
22a
９
月
９
日 
撥
(正
し
い
)
363
不
 
副
付
 
並
並 
 
持
特
(正
し
い
)
 
｢不
行
｣
の
下
１
字
空
白
｢提
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
｡
行
の
下
に
｢―
(縦
線
)｣
あ
り
｡
｢不
行
｣
の
下
○
印
 
以
応
副
､
｢無
｣
な
し
無
以
応
副
以
(難
)
応
副
※
５
79
22b
11月
12日
363
80
22b
12月
17日 
筋
3
6
5
(
香
薬
名
は
記
さ
な
い
)  
 
骨
角
 
物
価
若
不
權
物
価
若
不
權
物
価
不
權
(｢若
｣
な
し
)
 
宜
な
し
 
 
切
な
し
竊
 
｢今
｣､
頭
注
｢令
？
｣
令
な
し
令
 
筋
な
し
 
   勝
な
し
藤
 
沙
沙
な
し
沙
 
｢倉
｣､
頭
注
｢蒼
？
｣
倉
な
し
倉
 
｢脳
｣
の
下
１
字
空
白
空
白
に
｢米
｣
あ
り
な
し
空
白
に
｢米
｣
あ
り
 
脳
脳
脳
脳
脳
な
し
脳
脳
 
朱
な
し
不
明
 
蘇
蘓
(三
字
下
も
同
じ
)
な
し
 
姜
な
し
薑
 
硫
な
し
瑠
一
四
〇
 
勺
な
し
白
 
烏
牛
角
な
し
頭
注
に
｢烏
牛
角
下
脱
白
牛
角
｣
と
あ
る
｡
従
っ
て
､
本
文
に
｢白
牛
角
｣
は
記
さ
れ
て
い
な
い
｡
 
白
牛
角
な
し
頭
注
に
脱
し
て
い
る
こ
と
を
記
す
｡
 
畫
黄
な
し
二
文
字
不
明
  
南
な
し
不
明
  
被
な
し
皮
  
被
な
し
皮
  
黄
昔
な
し
  
黄
香
黄
熟
香
､
｢熟
｣
入
る
な
し
黄
熟
香
､
｢熟
｣
入
る
  
姜
な
し
薑
  
果
な
し
菓
  
｢苓
｣､
頭
注
｢茯
？
｣
本
文
中
に
｢茯
？
｣
を
訂
正
す
べ
き
字
の
指
定
が
な
い
た
め
､
筆
者
が
｢苓
｣
と
し
た
｡
前
項
に
｢茯
苓
｣
と
あ
り
､茯
苓
が
正
し
い
｡
苓
苓
な
し
苓
苓
   
鼈
  
姜
薑
  
姜
薑
  
寔
實
   
 
   
 
   
 
81
24b
５
年
閏
２
月
８
日
1135 
並
 
390
一
四
一
  
劾
82
24b
６
年
12月
13日
1136 
荼
蔡
蔡
385
蔡
 
｢郎
｣
の
下
１
字
空
白
｢以
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
｡
｢郎
｣
の
下
に
｢―
(縦
線
)｣
あ
り
｢郎
｣
の
下
○
印
 
｢息
｣､
頭
注
｢息
殆
恩
賞
之
偽
｣
息
は
恩
賞
と
す
る
息
｢息
｣
の
横
に
｢恩
？
｣
と
あ
り
恩
83
25a
12月
19日  
な
し 
 
寔
實
 
眞
｢眞
眞
｣
と
あ
り
一
字
多
い
 
寔
實
84
25b
７
年
７
月
２
日
1137 
勅
353
敕
 
蕃
蕃
蕃
[藩
]
 
准
準
 
勅
敕
 
塩
鹽
 
塩
鹽
85
25b
閏
10月
３
日 
宜
392 
 
｢爾
｣
の
下
１
字
空
白
｢先
｣
～
｢之
｣
印
あ
り
､
消
去
｡
｢爾
｣
の
下
に
｢―
(縦
線
)｣
あ
り
｢爾
｣
の
下
○
印
 
連
南
天
連
南
夫
(正
し
い
)
連
南
夫
(正
し
い
)
連
南
夫
(正
し
い
)
 
南
天
南
夫
南
夫
(正
し
い
)
南
夫
(正
し
い
)
 
訥
訥
納
 
亜
の
後
の
里
が
欠
落
亜
の
後
の
里
が
欠
落
亜
里
留
不
歸
(正
し
い
)
｢亜
｣
の
下
に
｢里
｣
あ
り
､
そ
の
下
の
｢因
｣
な
し
｢亜
｣
の
下
に
｢里
｣
を
入
れ
る
｡
｢里
｣
が
正
し
い
｡
一
四
二
 
上
令
安
南
夫
､
安
は
委
で
も
連
で
も
可
｡
上
令
連
南
夫
と
あ
り
正
し
い
｡
上
今
委
南
夫
｡
 
南
天
南
夫
(正
し
い
)
南
夫
南
夫
86
26a
８
年
７
月
16日
1138 
僚
な
し
寮
 
發
｢發
｣
の
上
に
｢起
｣
あ
り
(正
し
い
)
｢發
｣
の
上
に
｢起
｣
あ
り
(正
し
い
)
  
｢
處
｣
｡
｢
處
｣
の
上
に
｢本
本
｣
と
あ
り
､
一
字
多
い
｡
 
切
竊
  
虧
 
並
并
 
齊
齎
87
26b
11年
11月
1141 
｢是
｣､
頭
注
｢有
之
偽
｣
と
あ
る
｡
｢所
有
｣
と
な
り
､
あ
ら
ゆ
る
の
意
か
｡
是
な
し
な
し
 
朱
 
 
朱
珠
 
箔
舶
｡
｢箔
｣
な
し
 
｢工
｣､
頭
注
｢上
之
偽
｣
工
上
(正
し
い
)
 
｢葺
｣､
頭
注
｢茸
？
｣
茸
茸
 
竭
(正
し
い
)
蝎
蝎
 
已
芭
 
｢熟
脳
～
脳
｣
双
行
｢熟
脳
～
脳
｣
小
字
双
行
注
で
は
な
く
､
語
句
毎
に
一
字
空
け
て
記
す
｡
な
お
､
頭
注
に
｢接
写
不
空
｣
と
あ
る
｡
  
 
 
姜
薑
一
四
三
  
鼈
 
烏
里
香
下
の
欄
外
に
｢  今
上
香
中
黄
熟
者
｣
と
あ
り
､
烏
里
香
以
下
を
欠
け
て
い
る
の
で
補
充
し
て
い
る
｡
 
蕃
班
布
な
し
 
烏
五
｡
｢烏
｣
で
あ
ろ
う
 
箋
簟
  
 
 
豆
荳
 
姜
薑
 
漸
斬
  
片
庁
  
片
庁
  
片
庁
  
果
菓
  
｢寔
～
脚
乘
｣
字
の
横
に
○
印
あ
り
  
黄
  
  
蘇
蘓
  
蘇
木
次
下
｢蘇
木
｣
の
下
に
｢次
下
｣
な
し
､
二
文
字
白
空
｡
  
海
南
蘇
木
｢海
南
蘇
木
｣
の
四
文
字
な
し
､
四
文
字
白
空
｡
  
姜
薑
  
枝
板
    冐
滑
  
粗
 
  
令
零
一
四
四
  
粗
 
  
苓
  今
  
冷
 
   
楡
  
粗
 
  
繭
 
  
子
｢子
｣
な
し
  
｢ 
崙
梅
｣､
ル
ビ
｢ク
モ
ン
コ
ル
モ
ン
｣
あ
り
｡
こ
れ
の
み
｡
貴
重
で
あ
る
｡
ル
ビ
無
し
ル
ビ
無
し
ル
ビ
無
し
  
豆
荳
  
片
庁
  
被
皮
  
倭
條
短
｢倭
條
短
｣
な
し
｡
重
複
か
｡
88
29a
11月
23日 
(十
一
年
)
十
年
｡
｢十
一
年
｣
の
誤
り
｡
387
 
礙
碍
 
罪
罰
罪
 
｢販
｣
～
｢同
｣
双
行
｡
｢販
｣
～
｢同
｣
印
あ
り
｡
｢販
｣
に
双
行
の
印
あ
り
｡
｢同
｣
に
双
行
止
の
印
あ
り
｡
双
行
止
を
消
さ
ず
｡
そ
の
た
め
､
文
庫
抄
本
は
双
行
に
し
て
い
る
｡
文
庫
抄
本
と
同
じ
く
双
行
と
し
て
い
る
｡
 
｢謂
｣
～
｢官
｣
双
行
｢謂
｣
～
｢官
｣
印
あ
り
｡
上
と
同
じ
双
行
止
を
消
さ
ず
｡
 
｢俟
｣､
頭
注
｢視
？
｣
な
し
視
？
視
一
四
五
 
｢販
｣
～
｢同
｣
双
行
｢販
｣
～
｢同
｣
印
あ
り
｡
双
行
止
の
印
を
消
さ
ず
｡
 
｢覆
～
同
｣
双
行
｢覆
～
同
｣
印
あ
り
｡
双
行
止
の
印
を
消
さ
ず
｡
 
｢覚
｣
～
｢等
｣
双
行
｢覚
｣
～
｢等
｣
印
あ
り
｡
双
行
止
の
印
を
消
さ
ず
｡
89
29b
12年
10月
28日
1142 
二
十
八
二
十
八
331～
2
十
八
｡
｢二
｣
な
し
｡
 
｢事
｣
の
下
１
字
空
白
｢福
建
｣
～
｢詔
｣
印
あ
り
｡
双
行
と
双
行
止
の
印
を
消
す
｡
 
絡
給
絡
給
 
専
一
主
管
買
専
一
主
管
買
｢
専
一
買
｣
と
あ
っ
て
｢主
管
｣
な
し
 
今
除
？
と
す
る
(藤
田
の
み
)
90
30a
14年
９
月
６
日
1144 
樓 
(正
し
い
)
樓 
樓
｢鑰
？
｣
382
 
備 
 
91
30b
15年
12月
18日
1145 
｢管
｣
の
下
１
字
空
白
｢従
｣
～
｢也
｣
に
印
あ
り
｡
消
去
319
92
31b
16年
４
月
10日
1146 
曹
｢曹
｣
な
し
な
し
 
許
詳
93
31a
９
月
25日 
宜
な
し 
  
阜
(正
し
い
)
阜
(正
し
い
)
 
之
｢之
｣
無
し
｡
袁
復
一
は
人
物
名
｡
 
｢官
｣
の
下
１
字
空
白
｢官
｣
の
下
に
○
印
あ
り
｡
｢以
｣
～
｢命
｣
印
あ
り
､
消
去
 
州
南
南
94
31a
17年
11月
４
日
1147 
並
並 
357
一
四
六
 
押
抽
抽
抽
 
｢行
｣
の
下
１
字
空
白
｢先
｣
～
｢是
｣
印
あ
り
､
消
去
｢行
｣
の
下
○
印
95
31b
18年
閏
８
月
17日
1148 
州
354
｢州
｣
な
し
 
｢任
｣
の
下
１
字
空
白
｢任
｣
の
下
に
○
印
あ
り
｡
｢従
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
｢任
｣
の
下
○
印
96
31b
21年
閏
４
月
４
日
1151 
寄
な
し
竒
97
32a
７
月
８
日
な
し
98
32a
27年
６
月
１
日
1157 
舶
司
386
｢舶
司
｣
の
下
に
｢逓
年
｣
が
入
る
｡
他
は
な
し
｡
 
反
及
及
(正
し
い
)
 
推
息
｢推
息
｣
は
｢恩
｣
の
譌
か
恩
(正
し
い
)
 
又
(正
し
い
)
人
 
息
息
｡
｢恩
｣
の
字
の
誤
り
で
あ
ろ
う
｡
恩
99
32b
29年
９
月
２
日
1159 
宜 
342 
 
萬
(正
し
い
)
｢萬
｣
な
し
 
宜 
 
 
寔
實
 
進
進
退
 
寔
實
 
｢奏
｣
の
下
１
字
空
白
｢奏
｣
の
下
｢―
(縦
線
)｣
○
印
､
｢以
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
 
切
竊
 
｢及
｣､
頭
注
｢乃
？
｣
乃
乃
？
 
概
 
一
四
七
 
｢侮
｣､
頭
注
｢舞
？
｣
と
あ
り
侮
侮
を
｢舞
？
｣
と
あ
る
舞
 
着
著
100
33b
隆
興
１
年
12月
13日
1163 
舩
378
船
 
宜
 
   
虧
虧
 
南
州
 
並
 
101
34a
２
年
７
月
25日
1164  
寧
な
し
寧
 
二
一
 
通
邇
邇
 
｢之
｣
の
下
１
字
空
白
｢之
｣
の
下
―
(縦
線
)
印
､
｢継
｣
～
｢戻
｣
印
あ
り
､
消
去
102
34a
８
月
13日  
懼
356,376,
懼
377
 
粗
 
  
處
 
力
戸
力
戸
｡
｢物
｣
な
し
物
力
戸
 
目
目
自
 
並
 
103
35a
乾
道
２
年
５
月
14日
1166 
紹
給
(正
し
い
)
給
379
給
104
35b
６
月
３
日 
解
觧
319,
326
 
｢今
｣､
頭
注
｢令
？
｣
(今
)
今
､
令
？
と
あ
る
令
 
｢提
督
｣
の
下
１
字
空
白
｢督
｣
の
―
(縦
線
)
あ
り
､
｢先
｣
～
｢命
｣
印
あ
り
､
消
去
｢提
督
｣
の
下
○
印
 
寮
僚
 
舩
船
 
宜 
 
一
四
八
105
36a
27日 
頓
な
し
106
36b
３
年
４
月
３
日
1167 
汎 
汎
320 
107
36b
４
月
22日 
回 
376
  
觧
   念
驗  念
驗
 
處
 
  
觧
 
｢ 
｣
の
下
１
字
空
白
｢従
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
こ
の
部
分
の
引
用
な
し
108
36b
12月
23日 
｢錢
｣
の
下
１
字
空
白
｢従
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
こ
の
部
分
の
引
用
な
し
363
109
37a
７
年
10月
13日
1171 
広
南
市
舶
広
南
市
舶
｢南
｣
な
し
371
  
 
 
 
並
並 
並
 
｢指
揮
｣
の
下
１
字
空
白
｢従
｣
～
｢也
｣
印
あ
り
､
消
去
｢指
揮
｣
の
下
○
印
110
37a
９
年
７
月
12日
1173 
｢不
施
行
｣
の
下
１
字
空
白
｢施
行
｣
の
下
に
―
(縦
線
)
あ
り
｡
｢
先
｣
～
｢命
｣
印
あ
り
｡
消
去
｢不
施
行
｣
の
下
○
印
302
 
並
 
 
寮
僚
 
正
元
正
元
｢正
｣
を
｢貞
｣
と
す
る
 
言
事
※
｢藤
田
論
文
｣
と
は
｢宋
代
の
市
舶
司
及
び
市
舶
條
令
例
｣
(『東
洋
学
報
』
7-2､
大
正
６
年
５
月
､
『東
西
交
渉
史
の
研
究
―
南
海
―
』
1932年
所
収
)
で
あ
る
｡
※
｢補
編
｣
は
年
号
・
月
・
日
毎
に
｢ 
行
｣
と
い
う
印
が
あ
る
｡
そ
の
印
に
従
っ
て
月
・
日
毎
に
し
番
号
を
付
し
た
｡
※
｢東
洋
文
庫
抄
本
｣
市
舶
と
｢補
編
｣
市
舶
､
｢東
洋
文
庫
抄
本
｣
市
舶
と
｢藤
田
論
文
｣
市
舶
引
用
｢宋
会
要
｣
職
官
44市
舶
の
記
述
が
異
な
る
部
分
の
み
記
し
た
｡
※
１
｢凡
｣
に
雙
行
あ
り
｡
～
｢ 
｣
雙
行
止
の
印
あ
り
｡
こ
の
印
を
墨
で
消
し
て
い
る
｡
こ
れ
を
｢凡
｣
～
｢詔
｣
印
あ
り
､
消
去
と
記
す
｡
以
下
､
こ
れ
に
従
う
｡
※
２
｢文
庫
抄
本
｣
に
は
欄
外
に
注
記
が
あ
る
｡
※
３
｢五
六
十
｣
『宋
会
要
』
職
官
44市
舶
で
は
､
｢五
七
十
｣
と
あ
る
｡
ま
た
『宋
会
要
』
蕃
夷
4-93大
食
､
同
日
に
｢五
十
七
斤
｣
と
あ
る
｡
五
十
七
斤
が
正
し
い
｡
一
四
九
※
４
『補
編
』
に
｢尋
｣
の
字
に
｢雙
行
｣
の
朱
印
あ
り
｡
抹
消
さ
れ
て
い
な
い
｡
末
尾
に
雙
行
止
の
印
な
し
｡
し
た
が
っ
て
､
藤
田
抄
本
で
は
､
｢尋
｣
～
｢罷
｣
の
九
字
が
双
行
と
な
っ
て
い
る
｡
即
ち
､
『補
編
』
で
｢雙
行
｣
の
印
の
あ
る
文
章
末
尾
に
｢雙
行
止
｣
の
朱
印
が
あ
り
､
そ
の
両
者
と
も
墨
で
抹
消
し
て
い
る
｡
そ
の
た
め
に
双
行
に
す
る
こ
と
な
く
､
普
通
に
書
い
て
い
る
｡
こ
の
N
o.72
は
､
｢雙
行
止
｣
を
抹
消
し
忘
れ
た
例
と
し
て
興
味
深
く
､
藤
田
本
は
双
行
と
し
て
い
る
｡
他
に
も
同
じ
よ
う
な
例
が
あ
る
｡
※
５
藤
田
の
○
は
『補
編
』
の
ど
の
よ
う
な
時
に
あ
る
の
か
｡
N
o.78は
『補
編
』
が
―
と
線
が
あ
る
と
き
｡
文
庫
本
は
｢以
応
副
｣
と
あ
り
､
『補
編
』
は
｢無
以
応
副
｣
と
あ
り
､
｢無
｣
の
字
が
あ
る
｡
意
味
は
｢無
｣
が
あ
る
の
と
な
い
の
で
は
肯
定
か
否
定
の
違
い
で
あ
る
｡
意
味
上
か
ら
言
っ
て
､
｢無
｣
は
絶
対
に
必
要
で
あ
る
｡
藤
田
氏
は
書
写
の
時
に
｢無
｣
を
抜
か
し
て
し
ま
っ
た
｡
意
味
が
と
れ
な
い
の
で
､
(難
)
と
[
]
を
つ
け
て
い
る
｡
一
五
〇
